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平成３１年度 総務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総務部長 
岡田 誠 

●使命 

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす幸せ実

感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一に市民ニ

ーズにこたえる市役所をめざすとともに、公共施設の再編を進め

健全で効率的な財政運営を図ります。 

●基本方針 

市民ニーズにこたえる市役所をめざして、全体の奉仕者としての

自覚を持った市民に信頼される職員の育成に努めます。 

また、市民が将来にわたって安心に暮らせるよう、行財政改革を

更に推進することで、安定的な行財政運営を行います。 

所 管 課 総務課・契約管財課・財政課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３３人 １３人 ４６人 

一般会計 ４，０４３，５１４ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ４，０４３，５１４ 
千円 

（うち人件費） （ ２５０，９１３ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

会計年度任用職員

制度への対応 

会計年度任用職員制度の施行（令

和2年4月）に向けて、制度の構築

を図ります。 

併せて制度構築に伴う関係例規の

整備を行います。 

国（総務省）、先進自治体な

どからの情報収集に努め、早

期に新制度を確立し、スムー

ズに制度移行ができるよう

事務処理を進めます。また、

制度構築に伴い必要となる

関係例規の制定、改正作業を

適正に行います。 

 

新制度での給料、休

暇等の処遇について

検討中。今後は、11

月議会で関係条例の

制定、改正案を提出

できるよう事務処理

を進めていきます。 

10月30日に現在、臨

時職員を雇用してい

る所属向けに制度説

明会を実施しまし

た。 

また、11月議会にお

いて、会計年度任用

職員制度に係る条例

を上程し、12月19日

に可決いただきまし

た。 

条例以外の例規の整

備を行うとともに、

新たに「瀬戸内市会

計年度任用職員 任

用の手引き」を作成

し職員への周知を図

りました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

働き方改革への取

り組み 

働き方改革について、一事業所と

して、瀬戸内市役所においても取

り組んでまいります。 

ワークライフバランスの実現に向

けて業務の効率化を図り、時間外

勤務の縮減に努めます。 

瀬戸内市としての具体的な

取組方針を示します。 

 

・時間外勤務の削減に向けた

取り組み 

・職場環境の改善に向けた取

り組み  等 

 

職員の負担軽減を図るため、

宿日直の外部委託の検討を

進めます。 

 

管理職のマネジメント能力

向上のための研修を実施し、

働き方に対する意識改革を

進めます。 

 

8月に管理職を対象

に組織のマネジメン

ト研修を実施し、管

理職の働き方改革に

向けた意識づけを行

いました。 

引き続き本市の働き

方改革の実現に向け

て取り組んでいきま

す。 

10月、11月で宿日直

業務を外部委託して

いる自治体に視察に

行き、委託先、業務

内容、費用等につい

て具体的な話を聞く

ことができました。

宿直室等の施設面を

見学し外部委託への

課題の確認もするこ

とができました。 

2 月以降、働き方改

革に向けた具体的な

取り組みは行えてい

ませんが、来年度以

降も、管理職の意識

改革に努めるととも

に、宿日直業務の外

部委託の検討を進め

ていきます。 

3 

公共施設再編計画

の策定 

 

公共施設再編計画を見直しし、次

期計画を策定します。 

平成２７年度から５年間取

り組んだ再編計画の取り組

み状況を検証し、平成３２年

度以降の次期計画を策定し

ます。 

各施設の現状と課題

について所管する部

局とのヒアリングを

終え、策定に向け事

務処理を進めていま

す。 

策定に向け事務処理

を進めています。 

引き続き計画内容の

精査を行い、令和２

年９月の策定に向け

事務処理を進めま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

庁舎再編基本計画

及び基本設計に基

づく事業の推進 

 

庁舎再編基本計画及び基本設計に

基づき長船地域構想の実現に向け

事業を推進します。 

 

保健福祉部仮庁舎及び消防

署長船分駐所の実施設計を

行います。 

実施設計業務の発注

を終え委託事業者を

決定し契約していま

す。 

令和2年3月の完了に

向け作業を進めてい

ます 

令和2年3月の完了に

向け作業を進めてい

ます。 

あわせて、保健福祉

部の移転先として本

庁舎西棟1階への移

転案を検討します。 

保健福祉部の移転先

として、仮庁舎新築

案と本庁舎西棟改修

案を比較検討する事

務処理を進めていま

す。 

消防署長船分駐所の

実施設計は業務を完

了し、令和２年度の

工事発注を予定して

います。 

5 

来庁者の利便性の

確保を進め、サー

ビスの向上を図る 

 

本庁舎駐車場の整備、また本庁舎

東側トイレの改修を行います。 

平成30年度から工事を実施

している本庁舎駐車場の整

備及び本庁舎東側トイレ改

修工事を第１四半期に完了

し供用を開始します。 

 

本庁舎駐車場整備工

事は 5月 31 日、本庁

舎東側トイレ改修工

事は6月21日にそれ

ぞれ予定どおり完了

しました。 

現在は施設の供用を

開始し来庁者の皆様

に利用いただいてい

ます。 

今年度予定していた

本庁舎関連整備工事

は全て完了し、来庁

者の皆様にご利用い

ただいています。 

来庁者の皆様にご利

用いただいていま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

6 

安定的な財政運営

の推進 

事務事業の見直しを行い、中期財

政計画を策定します。 

歳入・歳出両面において最大限の

努力を行い、優先順位付けをメリ

ハリのある予算を編成することを

目指します。 

市民が将来にわたって安心に暮ら

せるよう、引き続き健全な財政運

営に努めるとともに、中期的財政

見通しの改善を図ることを目指し

ます。 

 

10 月中に中期財政計画を策

定します。 

 

・令和元年度決算目標値 

実質公債費比率：18％未満 

・令和元年度経常収支比率

85％未満 

・基金残高（財政調整基金・

減債基金）：40億円 

 

適正化計画の協議が

終了し、職員への周

知にむけて、計画書

作成中です。 

・令和元年度決算目

標値 

実質公債費比率：

9.4％ 

・令和元年度経常収

支比率 86.3％ 

・基金残高（財政調

整基金・減債基金）：

37 億円 

10 月 29 日職員に財

政運営適正化計画に

ついて説明を行い、

HP にて公開しまし

た。 

財政調整基金が無く

なってしまうのは、

昨年度計画より、2

年延び、令和 6 年度

となりました。 

令和元年度決算目標

値基金残高見込み

（財政調整基金・減

債基金）47 億円 

 

7 

行政改革のあり方

及び位置づけ 

平成27年3月に策定した行政改革

プランは交付税削減に対応するた

めに、予算削減により財政健全化

を図るものであり、概ね目的は達

成されました。 

これからの行政改革において、こ

の手法では、予算減額のみに主観

があるため、総合的な行政改革が

みえません。そのため、将来を見

据えた行政改革のあり方を検討し

ます。 

行政改革推進委員会を通じ

て、今後の行政改革のあり方

を検討します。 

 

 

未実施 

11 月中の委員会の

開始にむけて準備中

です。 

11 月 21 日行政改革

推進委員会を開催 

本年度作成した中期

財政計画について説

明をしたあと、今後

の行政改革につい

て、税収アップ、人

口増加、観光文化、

企業誘致などの意見

をいただきました。 

12 月以降、具体的な

検討は行えていませ

んが、来年度以降も

引き続き今後の行政

改革のあり方を検討

していきます。 
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平成３１年度 危機管理部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

危機管理部長 
八塔 圭介 

●使命 

私たち危機管理部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなすしあわせ 

実感都市瀬戸内」の将来像に向かい、市民が安全で安心できる暮らしを 

実現するため、行政、市民、地域が一体となった取り組みを行い、市民 

の防災意識、交通安全意識、防犯意識の向上を図ります。 

●基本方針 

① 防災意識の高いまちを目指して市民の防災意識の高揚と啓発、職員 

の防災・災害対応能力の向上に努めます。 

② 交通事故ゼロのまちを目指して交通安全推進団体と連携し、交通安 

全の教育や教室、啓発活動を実施します。 

③ 空家等に関する諸問題に対処するため、瀬戸内市空家等対策計画に 

基づき周囲に悪影響を及ぼしている空家等への指導を行います。 

④ 災害に対し、新たな情報伝達手段のシステムを構築します。 

所 管 課 危機管理課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

６ 人 １ 人 ７ 人 

一般会計 ８５，３８６ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ８５，３８６ 
千円 

（うち人件費） （ ３６，２５４ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

市民の防災意識の

啓発と自主防災組

織の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の防災意識の高揚と自主防災

組織の結成促進を図るため、出前

講座を開催します。 

 

自主防災組織を牽引するための防

災ﾘｰﾀﾞｰの養成講座やﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研

修を通じて地域防災力の活動創出

を図ります。 

 

出前講座や防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座等

を通して、地域の自主的な防災活

動を積極的に推進する認定自主防

災組織を増やしていきます。 

出前講座 15回 

（平成30年度 18回） 

 

 

防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座の実施 

 100名（平成30年度 96名） 

防災ﾘｰﾀﾞｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修の 

開催 4回 延べ120名 

（平成30年度 延べ129名） 

市内自主防災組織 179団体 

うち組織認定 60団体 

（平成30年度末 45団体） 

 

出前講座 13回 

 

 

 

12月実施予定 

 

8/4 1回目実施 34名 

 

 

組織認定 47団体 

 

 

 

出前講座 18回 

 

 

 

12/7実施 39名 

 

1/22 2回目実施 

 37名 

 

組織認定 48団体 

 

 

 

出前講座 19回 

 

 

 

同左 

 

2/5 3回目 29名 

2/17 4回目 26名 

 

組織認定 49 団体 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

自主防災組織が開設する避難所届

出制度の導入及び啓発をします。 

 

 

自主防災組織が自主的に開

設するコミュニティー等の

避難所を届け出てもらうと

ともにその避難所に備蓄品

を配備。また、広報紙等で周

知。 

 

要綱制定済 

広報紙等周知予定 

市ホームページに掲

載 

出前講座等で制度の

紹介を実施 

市ホームページに啓

発を掲載中 

 

登録 3件 

2 

職員の防災・災害

対応能力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時における職員の危機管理に

対する日常的な自覚や災害対応能

力の向上を図るため、職員研修を

実施します。 

 

 

 

 

 

市の災害対策体制や、各種マニュ

アル等の見直しを進め、防災等危

機管理対策の強化を図ります。 

職員を対象とした災害時に

おける危機管理研修の実施 

 

教職員を対象とした学校に

おける防災教育研修の実施 

 

水害を想定した市総合防災

訓練の実施 

 

土砂災害ハザードマップの 

更新 

8/27 主事・主任・主

査級を対象に実施 

 37名 

8/22 災害対応研修

実施（教育委員会主

催・危機管理課講師） 

9/8 実施 約600名 

 

 

業者選定中 

同左 

 

 

同左 

 

 

同左 

 

 

業者選定済。防災ハ

ザードマップ（土砂

災害を含む）作成中 

同左 

 

 

同左 

 

 

同左 

 

 

完成、納品 

令和 2 年 5 月号広報

に折込予定 

3 

交通安全教育・教

室及び啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい交通ルールとマナーを理解

し、安全な行動がとれるよう幼児

期からの交通安全教育を行いま

す。 

また、交通事故防止を図るため、

警察署、交通安全推進団体、交通

安全ボランティア等と連携し交通

安全教室や啓発活動を実施しま

す。 

交通安全教育（教室） 

（保育園・幼稚園 30回） 

交通安全教室 

（高齢者・一般 5回） 

交通安全啓発 

（春・秋交通安全運動15回） 

交通安全フェスタ開催 

（9/15 500名） 

 

市内人身事故発生件数 

平成31年60件以内 

（平成30年1～12月 70件） 

11回実施 

 

高齢者教室実施 

2回（5/19、9/29） 

春8回、秋6回計14回 

 

9/15ゆめﾄﾋﾟｱ長船で

実施 来場約300名 

 

発生件数 25件 

(平成31年1月～9月) 

16回実施 

 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

発生件数 32件 

（平成31年1月～ 

令和元年12月） 

26回実施 

 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

同左 



3 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

空家等の対策の推

進 

空家等に関する施策の実施及び空

家等除去に対する支援を検討しま

す。 

 

 

 

 

 

利活用を含めた空家等の適正管理

の普及・啓発に努めます。 

庁内連絡会議及び認定審査

会を開催し、周囲に悪影響を

及ぼしている特定空家等に

対する措置等の検討 

 

空家等除去支援制度の検討 

 

 

空家等の利活用に関する情

報提供及び適正な管理を行

うことの重要性や周辺地域

にもたらす諸問題について

広報紙等で周知 

 

6/12 認定審査会開

催 

 

 

 

要綱作成中 

 

 

広報紙7月号で周知 

11/20 庁内連絡会

議開催 

 

 

 

同左 

 

 

同左 

3/23 空家等対策協

議会開催 

 

 

 

要綱策定 令和2年

度制度開始 

 

固定資産税納入通知

書発送時（R2年 4月）

に啓発チラシ同封予

定 

5 

災害情報伝達手段

の多重化･多様化

の検討 

市の防災行政無線は設置から 10

年以上経過し、設備更新を検討す

る時期が来ています。単に設備の

更新を検討するのではなく、災害

情報伝達手段の多重化･多様化を

図り、適切に災害情報を伝達でき

るよう新たな災害情報伝達システ

ムについて検討します。 

 

 

瀬戸内市にとって効果的な

災害情報伝達手段を探り、方

針を決定 

 

 

8 月入札、業者決定 

9 月契約 基本構想

作成中 

11/14、1/30 瀬戸内

市防災情報伝達シス

テム基本構想等策定

委員会開催 

基本構想（案）作成

済 

基本構想を策定し、

携帯電話通信網を活

用したシステムを整

備する方針に決定。 

個人が所有する携帯

電話へ直接伝えるこ

とで、災害情報の迅

速かつ正確な伝達を

図る。 

基本計画作成済 
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平成３１年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総合政策部長 
松尾 秀明 

●使命 

 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。 

また、市民意識を把握し、市民と行政との双方向による情報と

意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 

 
●基本方針 
①透明で開かれた市役所をめざして、市政の情報と市民目線の広

聴広報に取り組みます。 
②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推

進します。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１７人 ２人 １９人 

一般会計 ７３２，２９８ 
千円 

特別会計 ２９，４０７ 
千円 

計 ７６１，７０５ 
千円 

（うち人件費） （ １０６，７６０ 千円） 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

山鳥毛里帰りプロ

ジェクトの推進 

・ふるさと納税を活用したクラウ

ドファンディングを推進し、寄附

の募集を行います。 

・ふるさと納税を活用したク

ラウドファンディングを推

進し、寄附を集めます。 

≪目標額≫（経費差引後） 

目標額達成まで 

3 億 7,041 万 5,551 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラウドファンディ

ング実施中。 

 

≪目標額≫ 

目標額達成まで 

3 億 2,888 万 2,565

円 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラウドファンディ

ング実施中。 

 

≪目標額≫ 

6億円→5億1,309万

円に変更。1月26日を

もって目標額達成。 

 

 

1月末（経費差引後） 

＋6,873万8,924円 

 

 

 

 

H30 寄附金総額 

3 億 2,784 万 4,468 円 

R1 寄附金総額 

5 億 5,394 万 7,928 円 

【2 ヵ年合計】 

8 億 8,179 万 2,396 円 

集まり、目標金額を

達成。 

 

3 月末（経費差引後） 

＋1億 1,903 万 7,396 円 

（未振込分や経費支払分 

により変動） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

・歳入確保と市のイメージア

ップのため、お礼の品の開

発・拡充をします。 

・新たな返礼品とし

て電子商品券を加え

る準備をしている。 

・11月から電子商品

券を追加。その他、

玄米30ｋｇ、牡蠣や

果物（もも・ブドウ）

の事業者・品数・早

期受付など追加。 

新たな返礼品とし

て、電子商品券、果

物の早期受付を開始

した。今後、返礼品

の開発・拡充を推進

していきます。 

2 

「広報せとうち」

による重点施策の

情報発信と市外へ

の魅力の発信 

 

・市政に関心がある市民を増やす

ため、市の重点施策をテーマにし

た広報紙特集号を発行します。 

 

 

 

 

 

・マスコットキャラクター（セッ

トちゃん）を広く発信することに

より「瀬戸内市」の知名度の向上

を図ります。 

SNSをシティプロモーションツ

ールとして活用し、セットちゃん

情報をはじめ市の魅力を積極的に

発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の重点施策等をテーマに

した広報紙特集号の発行

（年２回） 

・企画・取材・編集等の作業

を担う広報編集員の採用に

ついて研究し、メリット・

デメリットを見極めます。 

 

・幼稚園・保育園や各種イベ

ントへの参加（年30回以上） 

 

 

・投稿数の増加 

 （現在月１回⇒週3回以上） 

 

 

・広報紙7月号に「山

鳥毛」里帰りプロジ

ェクトの特集。 

・他の自治体等の情

報を参考に、補正予

算を議会に上程す

る。 

 

・4月～9月まで 

 11回参加 

 

 

・4月～9月まで 

月平均で週1回以上 

 

・広報紙1月号に幼児

教育・保育の無償化

の特集。 

・広聴広報支援（広

報作成補助）業務に

ついて、公募型プロ

ポーザルを実施。 

 

・4月～1月まで 

18回参加 

 

 

・4月～1月まで 

 6月中旬より山鳥

毛里帰りプロジェク

トのSNSを週5回投

稿。 

・広報紙 7 月と 1 月

に特集を実施。 

 

・広聴広報支援（広

報作成補助）を委託。

レイアウトを作成。 

 

 

・4 月～3月まで 

 19 回参加 

 

 

・山鳥毛里帰りプロ

ジェクトの SNS を週

5回投稿。 

フォロワー数 

727→2,885(4 倍) 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

国内・国際交流事

業の推進 

・国際交流員の配置による国際交

流と国際理解の推進に努めます。 

・体験学習を通じて、多文化

共生のまちづくりを進めま

す。（防災についての研修

会を開催） 

 

・日常生活に必要な情報をま

とめた外国人向けパンフレ

ット等の多言語化を３月ま

でに進めます。 

 

 

 

 

・8/24～8/25にカリ

ヨンハウスにて防災

研修を実施した。 

 

 

・パンフレット等を

準備している。 

・2/23に市内在勤の

外国人向け市内を巡

るバスツアーを実施

予定。 

 

・1月上旬に国際交流

員が退任したため、

多言語のパンフレッ

ト作成は延期。 

・防災研修とバスツ

アーを実施し、異文

化への理解が深まっ

た。 

 

・新型コロナウイル

スについて、やさし

い日本語・多言語版

をホームページに掲

載。 

4 

地方創生の推進 

 

・人口減少に歯止めをかけるため、

移住、定住人口の増加につなげる

取組を進めます。 

 

 

 

 

 

・総合戦略最終年度に当たり、有

識者会議でのＫＰＩ検証に向け、

達成状況の可視化を図ります。 

 

 

・現戦略の検証結果を踏まえ、次

期総合戦略を策定します。 

 

・市移住交流促進協議会（と

くらす）と連携し、移住フェ

ア等を通じた移住者支援に

取り組む。（フェア来場から

の移住：５組） 

 

 

 

・有識者会議を7月中に開催

し、ＫＰＩ達成状況を示すと

ともに、市ＨＰで公開する。 

 

 

・2019年度内に新戦略を策定

する。 

・フェア参加、東京

２回、名古屋１回、

大阪２回（フェア来

場からの移住：１組

２人） 

 

 

 

・有識者会議を7月10

日に開催し、概要を

ＨＰに掲載した。 

 

 

・次期総合戦略策定

の基礎資料としてア

ンケート実施。8月送

付、9月回収。現在集

計中。 

 

 

 

 

・フェア参加、東京

５回、名古屋１回、

大阪４回、岡山１回

（フェア来場からの

移住：１組２人）、

個別案内ツアーは16

組受け入れた。 

 

・有識者会議で確認

されたＫＰＩに対す

る意見等を次期戦略

の参考とした。 

 

・次期戦略策定に向

け、若手職員ワーク

ショップ、市民ワー

クショップを開催し

た。 

フェア参加、東京６

回、名古屋１回、大

阪５回、岡山１回（フ

ェア来場からの移

住：２組４人）、個

別案内ツアーは27組

（延べ33組）受け入

れた。 

・3月中旬までに「第

2 期瀬戸内市太陽の

まち創生総合戦略」

の策定を終え、市Ｈ

Ｐで公表した。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

公共交通の充実に

よる市民の利便性

向上 

・市公共交通網形成計画に基づき、

新規市営バス路線の導入による交

通不便地域の解消を進めます。 

 

 

 

 

・既存市営バス路線の利便性向上

を進めます。 

・新規３路線の１１月導入に

より、公共交通不便地域の人

口割合を H30、7,821 人、

20.7％から 2,825 人、7.5％

まで改善する。 

 

 

・新路線導入に伴い、各種交

通網の乗り継ぎに配慮した

ダイヤ改正や利用の手引き

の刷新を行う。 

・新規３路線は車両

の調達に時間を要

し、令和 2 年 1 月か

らの運行予定となっ

た。 

 

 

・既存の西脇線は路

線変更による利便性

向上を図った。 

・大富南北、長船北

の３路線を１月 20

日から運行開始し

た。邑久高美術部の

協力で同路線の車両

ラッピングを行っ

た。 

・新規 3 路線を含む

全路線のダイヤを掲

載した市営バスマッ

プを配布した。 

・新規 3 路線の導入

等により公共交通不

便地域の人口割合を

2,648 人、7.0％まで

改善した。 

 

 

・市内の全ての公共

交通網を記載した新

年度版公共交通マッ

プを官民協働で発行

した。 

6 

持続可能な地域づ

くりの推進 

・新たに立ち上げる「まちづくり

協議会制度」のモデル事業を通じ

て持続的な地域の形成を進めま

す。 

 

 

 

・地域自治組織や市民活動団体等

への各種補助金交付事務の効率化

を図ります。 

・地域への説明会の開催等を

通じて理解を深め、年度内に

モデル地区３地区の導入を

目指す。 

 

 

 

・市民活動応援補助金、協働

推進事業補助金の手引き、様

式の改善等を行い、団体及び

市の事務負担軽減を図る。 

・邑久地区、鹿忍地

区で制度導入に向け

た取組を行っている

が、モデル地区への

移行は困難な状況。 

 

 

・領収書等の提出の

際、分類、貼付に利

用できる様式を配布

した。庁内各部署の

テーマ設定の効率化

を図った。 

・鹿忍地区の新たな

自治組織構築に向け

た地元会議に出席

し、規約、役員構成

等に関する協議を行

った。 

 

・協働提案事業補助

金の制度改正を行

い、要望の多かった

２か年度の事業提案

を可とした。 

・モデル地区の導入

は不可能だったが、

鹿忍、邑久地区の組

織作りに関与し、少

しずつ前進してい

る。 

 

・2 月～3月で補助金

事業の審査を行い、

次年度採択事業を決

定した。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

各種統計の効率的

かつ確実な実施と

集計結果の利活用

を進めます。 

・統計調査員確保事務の効率化(外

注等)により、調査に伴う市民の負

担軽減につなげます。 

 

 

・庁内各部署で実施する統計、ア

ンケート等の結果を市民が利用す

ることができるよう、結果の集約、

オープンデータ化を行います。 

・農林業センサス調査員選任

時の業務委託の導入(１１月

までに) 

 

 

・統計、アンケート等の調査

手順、集計方法等の統一化を

行う。(年度内) 

・検討の結果、委託

によらず、これまで

どおりの方法で選任

した。 

 

・データの統一化は、

実施に向け制度を検

討中。 

・調査員７４人に説

明会を行い、滞りな

く調査準備ができ

た。 

 

・オープンデータ化

は未着手であった。

引き続き検討を行

う。 

・Ｒ2 年度の国勢調

査に向け、調査員の

確保につながった。 

 

 

・オープンデータは

引き続き検討するこ

ととする。 
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平成３１年度 市民部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

市民部長 
尾副 幸文 

●使命 

 私たち市民部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす 幸

せ実感都市 瀬戸内」を目指して、市民の皆さんが健やかでいき

いきと暮らしていけるよう生活を支援します。 

 

●基本方針 

 市民部の職員ひとり一人が、市民部は市役所の顔である意識を

持ち、多様な市民ニーズの的確な把握に努め、常に市民の皆さん

の立場に立ち、市民の皆さんに満足していただける迅速かつ正確

で質の高いサービスを提供します。 

 

所 管 課 
市民課、税務課、収納推進課、 
牛窓支所、長船支所、裳掛出張所 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

57 人 12 人 69 人 

一般会計 １，７１６，２９９ 
千円 

特別会計 ４，８９４，３４２ 
千円 

計 ６，６１０，６４１ 
千円 

（うち人件費） （ ３６５，９６７    千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

市民のニーズに配

慮した窓口サービ

スに努めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合窓口・支所・出張所実施業

務を再確認し、効率化に向けた見

直しを行います。 

 

 

 

・市民目線に立った親切丁寧な対

応を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

・総合窓口及び支所出張所の

事務分掌を明確にするため

に、関係課と協議し、業務の

効率化を図ります。 

 

 

・人員配置等を再確認し、他

市の事例を参考に、市民目線

に立った対応について検討

します。 

 

 

 

 

 

業務の効率化に向け

て、関係課と協議す

る内容についての洗

い出しを行っていま

す。 

 

現在の窓口で行って

いる事務について、

より分かりやすくな

るような資料を作成

中です。 

 

 

 

 

窓口事務で行う業務

について関係課と協

議し、事務の見直し

を行っています。 

 

 

亡くなられた方の手

続きについて、分か

りやすいリーフレッ

トを作成し、配布し

ています。 

 

 

 

 

窓口事務で行う業務

について保健福祉部

をはじめ関係課と協

議し、事務の見直し

を行いました。 

 

亡くなられた方の手

続きについて、リー

フレットの配布のみ

でなく、ＨＰにも掲

載しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マイナンバーカードの利便性を

周知し、取得手続きの支援を行い

ます。 

･イベントの会場等で、マイ

ナンバーカードの利便性を

ＰＲし、取得手続きの方法等

の周知を行います。 

邑久郵便局や喜之助

フェスティバルで啓

発活動を行い、カー

ドの利便性や市役所

でマイナポータルで

の申請を受け付けて

いることをＰＲしま

した。 

成人式で啓発グッズ

の配布を行いまし

た。 

確定申告会場での出

張申請を計画してお

り、その準備を進め

ています。また２月

から月１回の延長窓

口で、マイナンバー

カードの交付を予約

制で行うことにしま

した。 

確定申告会場で出張

申請を行いました。

また、月１回の延長

窓口で、マイナンバ

ーカードの交付を予

約制で開始しまし

た。（２～３月予約受

付数２件） 

 

2 

国民健康保険加入

者の健康づくりを

支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自らの健康に対する意識の向上

を目指します。 

 

 

・国民健康保険制度の運営と国民

年金制度を周知します。 

 

 

 

・重症化予防の重要性に関する啓

発をし、健診の推進について取り

組みます。 

 

 

 

・未受診者に対して健診の重要性

を伝えます。 

 

 

 

 

・特定健診会場、年14回・22

会場でパンフレット等を配

布し、周知を図ります。 

 

・ホームページ等による広報

をします。 

 

 

 

・糖尿病との関連性の高い歯

周病予防のため、歯科検診の

重要性、歯周病の危険性をホ

ームページ等で周知し、健診

を行います。 

 

・未受診者訪問で、健診の重

要性を説明するパンフレッ

トを配布し、受診者の増加を

目指します。 

 

 

６、７月の集団健診

でパンフレット等の

配布をしました。 

 

他市のＨＰを参考に

し、国保に関するペ

ージの見直しを行い

ました。 

 

集団健診等で歯と口

に関するアンケート

を回収し、現在集計

中です。 

 

 

未受診者への受診勧

奨を１０月に発送す

るための準備をして

います。 

 

 

９月実施の休日健診

会場でパンフレット

等の配布をしまし

た。 

国保年金に関するＨ

Ｐの見直しを行い制

度の周知を行いまし

た。 

 

対象者を抽出し、案

内及び受診券を発送

しました 

 

 

 

10月に未受診者へ勧

奨状、1月に未受診者

の健診の案内を送付

しました。 

 

 

２月実施のひろいの

健診会場でパンフレ

ット等の配布をしま

した。 

国保年金に関するＨ

Ｐの見直しを行い制

度の周知を行いまし

た。 

 

3月末までを受診期

間として歯周病検診

を実施しました。 

 

 

 

２月にひろいの健診

として未受診者77名

に対し集団検診を実

施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

・資格点検及び内容点検を実施し、

過誤調整を行います。 

・医療費適正化の為に、資格

点検及び内容点検を実施し、

再審査請求枚数を昨年度よ

り３割増とします。 

 

再審査請求件数につ

いては、現在、昨年

度より３割増を達成

しています。 

１月末現在、昨年度

より３割増を達成し

ています。 

目標枚数を上回り、

昨年度より７割超増

を達成しました。 

（前年度１，６５０

枚→２，９５９枚） 

3 

単県医療（小児医

療・心身障害者医

療・ひとり親家庭

等医療）制度の適

正な使用について

周知します。 

・単県医療（小児医療・心身障害

者医療・ひとり親家庭等医療）資

格証の制度の周知を図ります。 

・保健福祉部とも情報共有を

図り、ホームページや窓口等

での制度の周知を図ります。 

制度の概要をまとめ

たチラシを作成しま

した。また、保健福

祉部にも提供し、情

報共有を図りまし

た。 

 

単県医療のホームペ

ージを分かりやすく

するために、見直し

を行いました。 

保健福祉部と協力し

て、「ひとり親のしお

り」に、ひとり親家

庭等医療費公費負担

制度の頁を盛り込

み、窓口で該当する

方に説明しました。 

4 

人権意識の醸成に
努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地方法務局、教育委員会のほか各
種団体と連携した人権啓発活動を
実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・人権週間における活動支援
及び啓発事業（年１回） 
 
 
 
 
・なやみごと相談の支援 
（年36回） 
 
 
 
 
 
 
・市内小学校での人権の花運
動贈呈式及びスポーツ人権
ふれあい教室の共催 
（各１回） 
 
 
 
 

人権週間に限らず、
人権擁護委員の啓発
活動に積極的に参加
し、支援しています。
（３回参加済） 
 
牛窓会場で６回、邑
久会場で５回、長船
会場で６回の合計 
１７回のなやみごと
相談を実施しまし
た。（9月台風により
邑久会場中止） 
 
4/23（火）牛窓東小
学校にて人権の花運
動贈呈式を実施しま
した。また、6/26（水）
牛窓東小学校にてス
ポーツ人権ふれあい
教室を実施しまし
た。 

12月人権週間にてイ
ベントおよび啓発活
動を人権擁護委員と
実施しました。 
 
 
牛窓会場１０回、邑
久会場９回、長船会
場１０回の合計２９
回のなやみごと相談
を実施しました。 
 
 
 
12/4（水）牛窓東小
学校にて人権の花運
動感謝状贈呈式を実
施しました。 
 
 
 
 

関係各所と連携し、
各種の人権啓発を行
い、人権意識の醸成
を図りました。 
（年６回実施済） 
 
牛窓会場 11 回、邑久
会場 10 回、長船会場
11 回の合計 32 回の
なやみごと相談を実
施しました。(３月は
コロナ感染拡大の影
響により中止） 
 
アンケート結果よ
り、子ども達の人権
への理解が深まった
ことが検証できまし
た。（年３回実施済） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「第２次瀬戸内市男女共同
参画基本計画」の進捗管理を
行い、必要に応じて施策の担
当課にヒアリング等をする。 
 
 
 
 
・啓発パネル展（年１回） 
 
 
 
 
 
 
・市民向け講座「せとうちゼ
ミナール」を年３回（防災、
コミュニケーション術、男の
介護）実施する。 
参加目標人数 各講座10人 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ＤＶ防止啓発活動（年１回） 
 
 
 
 
 
 
 
 

「第２次瀬戸内市男
女共同参画基本計
画」の進捗管理のた
め、施策の担当課に
取組内容についてヒ
アリングを実施しま
した。 
 
6/21（金）～7/5（金）
の間、図書館にて「男
女共同参画パネル
展」を実施しました。 
 
 
 
市民向け講座「せと
うちゼミナール」３
回シリーズのうち、
第１回「多様性に対
応した防災・減災～
災害関連死をなくす
ために～」を実施し
ました。 
（参加者２９名） 
 
 
 
 
パープルリボンツリ
ー展示による啓発を
11月に実施する予定 
です。 
 
 
 
 
 

「第２次瀬戸内市男
女共同参画基本計
画」の進捗管理のた
め、施策の担当課に
取組実施状況につい
てヒアリングを実施
しました。 
 
「男女共同参画パネ
ル展」をＨＰにも掲
載し、啓発をおこな
いました。 
 
 
 
10/8（水）「介護は
誰がする？～介護と
仕事の両立・体験談
を踏まえて～」を実
施しました。（参加
者18名） 
11/8（金）「自分が
かわれば周りも変わ
る～生活に役立つア
ンガーマネジメント
講座～」を実施しま
した。（参加者20名） 
 
１１月に本庁、ゆめ
トピア長船にてパー
プルリボンツリー展
示による啓発と、市
内で街頭啓発を実施
しました。 
 
 
 

「第２次瀬戸内市男
女共同参画基本計
画」施策担当課への
ヒアリング実施によ
り、進捗状況が詳細
に把握できました。 
 
 
パネル展のみなら
ず、男女共同参画に
関するパンフレット
等を図書館やゆめト
ピア等にも設置し啓
発を行いました。 
 
せとうちゼミナール
全３回の実施で、計
67名の参加者があり
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
街頭啓発を行う等、
新たな活動をするこ
とで、幅広い人にＤ
Ｖについて周知する
ことができました。 
啓発グッズ配布数：
550 個 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
ＮＰＯ法人ハンセン病療養所世界
遺産登録推進協議会と連携し、啓
発事業をすすめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハンセン病問題を後世に語り継ぐ
ための記録物の保存 
（長島両園入所者の語り映像、長
島愛生園「神谷書庫」資料等） 
 

・「ウィズせとうち さざな
み」等の市民団体への情報提
供及び活動支援または共催 
（年３回） 
 
 
・啓発パネル展（年１回） 
 
 
 
 
・各種イベントでの啓発パン
フレットの配布 
 
 
 
 
 
・クラウドファンディングの
実施（5/9から12/31） 
目標寄附金額：300万円 

商工会に事業者向け
の啓発チラシやパン
フレットを持参し情
報提供を行いまし
た。（１回） 
 
4/17（水）～5/19（日）
の間、図書館にて「十
坪住宅パネル展」を
実施しました。 
 
市内各施設へ啓発パ
ンフレットを設置し
ました。 
 
 
 
 
ＧＣＦ「後世に伝え
たい ハンセン病の
歴史」を実施してい
ます。（9月末寄附額
888千円） 

イベント開催のチラ
シを公共施設にも掲
示し、情報提供に努
めました。 
 
 
「十坪住宅パネル
展」の様子をＨＰや
新聞に掲載し、啓発
を行いました。 
 
イベント等で啓発パ
ンフレットを配布し
ました。 
 
 
 
 
１２月末までにクラ
ウドファンディング
を行い、目標寄附金
額の300万円を達成
しました。 

啓発チラシを関係機
関に配布する等、幅
広く情報提供を行い
ました。 
 
 
様々な機会をとらえ
て啓発パンフレット
を配布し、幅広く啓
発を行いました。 
 
様々な機会をとらえ
て啓発パンフレット
を配布し、幅広く啓
発を行いました 
小冊子配布数：133ヶ
所・ 266冊 
 
クラウドファンディ
ングの目標額を達成
することができ、ハ
ンセン病問題を多く
の人に知ってもらう
きっかけにもなりま
した。 
実績額 3,365,330円 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

税の公平・公正を

より一層推進しま

す。 

 分かりやすい税務広報に努めま

す。 

 正確な課税資料による、適正な

課税と業務効率の向上を図りま

す。 

【市民税係】 

住民税の賦課課税資料の厳

正なチェックを実施し、適正

な課税を行います。 

 

 

 

 

 

【資産税係】 

家屋・償却の固定資産等、

課税客体の把握を進め、適正

な課税を行います。 

【市民税係】 

毎月税務署へ課税資

料の確認に出向いて

います。 

 

 

 

 

 

【資産税係】 

償却資産を把握する

ため、税務署へ確認

に出向きました。 

【市民税係】 

引き続き、毎月税務

署へ課税資料の確認

に出向いています。 

 

 

 

 

 

【資産税係】 

新築家屋に係る評価

は、概ね完了しまし

た。償却資産につい

ては、税務署での確

認資料に基づき適正

課税を行いました。 

【市民税係】 

引き続き、毎月税務

署へ課税資料の確認

に出向いています。

また、新年度課税に

向けて、確定申告会

場を設け、申告相談

を実施しました。 

 

【資産税係】 

新築家屋、土地異動

及び償却資産申告の

入力はほぼ完了し、

新年度課税に向けて

最終確認し、適正な

課税を行いました。 

 

6 

税等収納率の向上

に努めます。 

滞納者の生活実態や財産を正確に

把握し、適正な滞納整理を進めま

す。 

一般税（現年分）収納率の実績 

平成29年3月末 97.05％ 

平成30年3月末 97.25％ 

平成31年3月末 97.45％ 

 

収納率向上のため、捜索実施や合

同公売会への参加等を行います。 

平成30年3月末収納率 

一般税（現年分）97.45％以

上の収納達成を目指します。 

 また、適正な滞納整理を進

めます。 

 

 

 

捜索の実施 

捜索件数１０件以上 

 

合同公売会への参加 

参加回数1回以上 

９月末現在収納率 

一般税 

現年 61.28％ 

滞繰 15.05％ 

 

 

 

 

捜索件数 2件実施 

1 月末現在収納率は

以下のとおりです。 

一般税 

現年 82.91％ 

（前年度比-0.71％） 

 滞繰 21.00％ 

（前年度比-0.89％） 

 

捜索実施件数 7 件 

近隣自治体との連携 

手法を検討中です。 

合同公売会は、日生

町で１２月１日実施

しました。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

公売を 1回（1品目）

実施しました。 

 

３月末現在の収納率 

 

一般税 

現年 97.92％ 

（前年度比+1.00％） 

滞納繰越 23.45％ 

（前年度比-0.97％） 

 

捜索件数は８件でし

た。今後は、近隣と

の連携手法を検討し

ます。 
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平成３１年度 環境部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

環境部長 
奥田 幸一 

●使命 

私たち環境部は、総合計画に掲げる「人と地球にやさしい環境に配慮し

た美しいまち」実現のため、市民、事業者と行政の協働による、ごみ減

量化の推進と、人と地球にやさしい環境負荷の少ない循環型社会を目指

します。あわせて、生活関係施設整備（新火葬場整備）を推進していき

ます。 

●基本方針 

① 新火葬場の整備を推進します。  

② 地球温暖化防止対策を推進します。  

③ 可燃ごみ30％の減量を目指します。  

④ 消費生活センターの充実を図り、消費者被害の防止に努めます。 
⑤ 環境保全対策を推進します。 

所 管 課 
環境政策推進室、生活環境課、クリーンセ

ンターかもめ、長船衛生センター、長船ク

リーンセンター、消費生活センター 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１４人 １６人 ３０人 

一般会計 １，１６８，２０９ 
千円 

特別会計  
千円 

計 １，１６８，２０９ 
千円 

（うち人件費） （     １１３，７７５ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

新火葬場整備の推

進 

 

新火葬場の整備は、用地取得を進

めるとともに、新火葬場本体工事

にかかる事業手法を検討します。 

また、岡山市との広域整備にかか

る基本協定を締結します。 

事業用地の取得を進めると

ともに、今後を見据え、土木

工事や建築工事にかかる事

業手法を検討します。 

 

 

 

岡山市と具体的な協議を進

め、広域整備にかかる基本協

定を締結します。 

未買収地は残り一

件。工事施工同意書

はいただいているこ

とから土木工事着手

に向け準備を進めま

す。 

 

協定締結に向け岡山

市と協議を進めてい

ます。 

12月中に事業に必

要とされる全用地

を買収することが

できました。 

 

 

 

協定締結に向け岡

山市と協議を進め

ています。 

事業用地の取得が完

了しました。 

土木工事着手に向け

準備を進めます。 

 

 

 

協議を進めましたが

協定の締結には至り

ませんでした。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

地球温暖化防止対

策の推進 

地球温暖化対策計画（平成 28 年 5

月 13 日閣議決定）に基づき、温室

効果ガス排出量を 2030 年度に

2013 年度比 26％削減を目指して、

各種施策を推進します。 

公共施設等先進的 CO2 排出

削減対策モデル事業により、

邑久小学校・今城小学校・美

和小学校・国府小学校・行幸

小学校、邑久学校給食調理場

及び市役所本庁舎の省エネ

改修を実施し、公共施設から

の二酸化炭素の排出量を年

間 91ｔ-CO2 削減します。 

また、市ホームページ等で事

業について市民への周知を

図ります。 

市役所本庁舎以外の

公共施設は省エネ改

修を完了しました。 

市役所本庁舎の工

事も完了し、本年度

予定していた工事

を完了しました。 

市役所本庁舎の工事

も完了し、本年度予

定していた公共施設

省エネ改修工事は完

了しました。 

工事完成に伴い次年

度からデマンド制御

を開始します。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

ごみの排出抑制や

循環型社会施策の

推進と環境関連施

設の適正な維持管

理 

 

 

 

 

 

プラスチック製容器包装の分別適

正化の推進を図ります。 

ごみ減量化と人的負担の軽減を図

るため、出前講座、広報紙などを

通して啓発を行い、プラと対象外

プラ商品との分別徹底を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみの減量化、減容化の推進を

行います。 

可燃ごみの減量化対策として既に

多品目分別による資源化施策を行

っている。残る生ごみ処理につい

ても微生物資材等を活用した生ご

み処理事業の推進により、可燃ご

みの減量化を推進します。 

 

2施設あるごみ分別施設の機能の

集約化をおこない、分別作業の向

上や効率を図ります。 

 

 

 

 

災害廃棄物処理基本計画の策定を

おこないます。 

ごみ減量率は、平成35年度末

で17％を目指します。 

 ごみ減量率の実績 

年度 全体 家庭系可燃ごみ 

23年度 4.0% 4.2% 

24年度 8.4% 6.9% 

25年度 10.7% 9.2% 

26年度 13.8% 14.6% 

27年度 14.6% 13.9% 

28年度 16.0% 15.5% 

29年度 16.1% 14.7% 

30年度 16.1% 15.8% 

 

 

 

生ごみ処理機購入補助事業

の促進を行います。 

目標35件（H30年度実績17件） 

 

 

生ごみ処理機「キエーロ」の

市民モニターを募集します。 

目標50名（H30年度実績33名） 

 

クリーンセンターかもめ内

に、不燃粗大・古紙類・プラ

スチック製容器包装等のス

トックヤード整備を行いま

す。本年度は施設集約化調査

等を実施します。 

 

3月末までに計画を策定しま

す。 

ごみの減量率は、次

の通りです。 

4月末 7.9% 

5月末 8.5% 

6月末 12.8% 

7月末 11.0% 

8月末 10.7% 

9月末 11.5% 

参考：H30.9月末 

     14.4% 

 

ごみ減量に関する出

前講座を13回、出前

授業を1回実施しま

した。 

 

生ごみ処理機購入補

助金は、9件の申請が

ありました。 

 

 

「キエーロ」は38名

の方にモニターをお

願いしています。 

 

測量が終わり、基本

設計を行い、現地調

査の段階です。 

 

 

 

 

災害廃棄物処理計画

の資料を収集してい

ます。 

ごみの減量率は、次

の通りです。 

10月末 12.1% 

11月末 12.8% 

12月末 12.1% 

1月末 12.5% 

参考：H31.1月末 

     15.2% 

 

 

 

ごみ減量に関する

出前講座を14回、出

前授業を1回実施し

ました。 

 

生ごみ処理機購入

補助金は、14件の申

請がありました。 

 

 

「キエーロ」は38名

の方にモニターを

お願いしました。 

 

基本設計、現地調査

が終わり、集約化の

まとめに入ってい

ます。 

 

 

 

まとめの作業を行

っています。 

ごみの減量率は、次

の通りです。 

2月末 13.4% 

3月末 13.3% 

参考31.3月末16.1% 

 

 

 

 

 

 

ごみ減量に関する出

前講座を 14 回、出前

授業を 1 回実施しま

した。(H30 年度実績

出前講座 10 回) 

生ごみ処理機購入補

助金は、14件の申請

がありました。 

(H30 年度実績 17 件) 

 

「キエーロ」は38名

の方にモニターをお

願いしました。 

 

本年度予定していた

集約化調査は完了。

次年度より実施設計

を行います。 

 

 

災害廃棄物処理基本

計画の策定が完了

し、ホームページに

掲載しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

消費者被害の防止 瀬戸内市消費生活センターの認知

度を向上させます。 

 

警察や関係機関との連携をおこな

うと共に、被害の防止と解決に資

する機関として機能の充実を図り

ます。 

 

 

 

 

被害に遭わないための消費者知識

を身に着けるため消費者教育を推

進します。また、被害に遭いやす

い高齢者を見守る人たちへの啓発

活動を行い、被害防止や被害の早

期発見を目指します。 

公共施設等で巡回啓発パネ

ル展示を実施し認知度の向

上を図ります。 

市民図書館に消費者教育コ

ーナーを設置し関連図書並

びにパンフレットを配置し

消費者教育に関する図書の

紹介、貸出を行います。 

目標 巡回啓発パネル展4回 

 

 

広報紙、出前講座などを通し

て相談事例や被害に遭わな

いためのアドバイス、消費生

活の豆知識の紹介をします。 

 

 

 

 

 

 

民生委員、地域包括支援セン

ター、介護事業所など高齢者

を見守る役割を担う方々へ

の啓発活動を行います。 

 

 

巡回パネル展を、福

祉センターで開催し

ました。 

5月8日～28日まで市

民図書館において、

消費者教育コーナー

を設置しました。 

 

 

 

 

広報せとうちに「消

費者生活安心ホット

ライフ」を4回掲載す

るとともに、各地区

に出向き、出前講座

を18回開催しまし

た。 

 

 

 

民生児童委員会定例

会に出席し、啓発や

連携をお願いしまし

た。 

 

 

 

 

9月末の相談件数は、

148件となっていま

す。 

参考：H30.9月末 

     160件 

巡回パネル展を、福

祉センターで開催し

ました。 

5月8日～28日まで市

民図書館において、

消費者教育コーナー

を設置しました。 

 

 

 

 

広報せとうちに「消

費者生活安心ホット

ライフ」を6回掲載す

るとともに、各地区

に出向き、出前講座

を24回開催しまし

た。 

 

 

 

民生児童委員会定例

会に出席し、啓発や

連携をお願いしまし

た。 

 

 

 

 

1月末の相談件数は、

222件となっていま

す。 

参考：H31.1月末 

     252件 

巡回パネル展を2回

開催しました。また、

本庁ロビーでは、消費

者教育コーナーを設

置し、パンフレット配

布、DVD上映しました。 

 (H30 年度実績 4回) 

 

 

 

 

広報せとうちに「消

費者生活安心ホット

ライフ」を 6 回掲載

しました。 

(H30 年度実績 10 回) 

各地区に出向き、出

前講座を24回開催し

ました。 

(H30 年度実績 17 回) 

 

警察や関係機関との

連携を図るため、連

携会議を始めまし

た。今後も継続し被

害防止や被害の早期

発見に努めていきま

す。 

 

3月末の相談件数は、

247件となっていま

す。 

参考：H31.3月末 

    275 件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

生活環境の保全 

 

瀬戸内市の生活環境保全のため、

市民及び事業者に対する啓発活動

を充実します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の繁殖を抑制す

るとともに、糞尿等による生活環

境被害を防止し、併せて市民の動

物に対する愛護意識の高揚を図り

ます。 

 

 

 

 

河川の水質保全に向けて、下水道

計画区域外における合併処理浄化

槽の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

広報紙に啓発記事を定期的

に掲載するとともに、市ホー

ムページを見直し、啓発活動

の強化を図ります。 

 

関係機関との共催により、

「環境フェスタ in せとう

ち」を開催します。 

目標参加人数： 350 人 

 

 

 

 

（今年度より新規） 

飼い主のいない猫の不妊去

勢手術費の補助を行い、繁殖

を抑制します。 

目標数：20 匹 

 

 

 

 

 

114 基の合併処理浄化槽の

設置を目指します。 

広報せとうち 5 月号

に水質事故防止の記

事を掲載しました。 

 

 

6 月 2 日に「環境フ

ェスタ inせとうち」

を開催し、350 人以

上の参加がありまし

た。 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の

不妊去勢手術費の補

助（補正を含む）を

行いました。 

実施数：57 匹 

 

 

 

 

63 基の申請があり

ました。そのうち 25

件の申請が手続きを

完了しています。 

広報せとうち 5 月号

に水質事故防止の記

事を掲載しました。 

 

 

6 月 2日に「環境フェ

スタ in せとうち」を

開催し、350 人以上の

参加がありました。 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の

不妊去勢手術費の補

助（補正を含む）を

行いました。 

実施数：62 匹 

 

 

 

 

86 基の申請があり

ました。そのうち 55

件の申請が手続き

を完了しています。 

広報せとうち 5 月号

に水質事故防止の記

事を掲載しました。 

 

 

6 月 2 日に「環境フェ

スタ in せとうち」を

開催し、350人以上の

参加がありました。 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の

不妊去勢手術費の補

助（補正を含む）を

行いました。 

実施数：89 匹 

 

 

 

 

86基の申請があり86

件の申請全てが手続

きを完了し、河川の

水質保全の向上が図

れました。 

(H30 年度実績 91 基) 
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平成３１年度 保健福祉部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

保健福祉部長 
青山 祐志 

●使命 

保健福祉部は、妊娠期から乳幼児、高齢者、障がい者の方々等

が、住み慣れた地域で、笑顔で暮らすことができるように、健康

づくりの推進、各種福祉・介護サービスの充実を図るとともに、

関係者の連携を深め、共に支えあう地域づくりを大切にした保健

福祉行政を推進します。 

 

●基本方針 

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を強

化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。 

②子育て環境を一層充実するとともに、地域の関係機関や行政機

関とのネットワークを充実することによって、妊娠期から子育

て期にわたる切れ目ない支援を推進していきます。 

③市民が自分らしい豊かな人生を送ることができるよう、地域ぐ

るみで心と体の健康づくりを推進します。 

④高齢者が安心して元気に生活できるよう、介護保険制度の体制

を充実します。 

⑤誰もが住み慣れた自宅や地域で安心して暮らし続けるまちを目

指して、地域包括ケアシステムの充実に努めます。 
 

所 管 課 

福祉課・子育て支援課（公立保育園）・

健康づくり推進課（子ども包括支援セ

ンター）・いきいき長寿課・トータルサ

ポートセンター 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１１２人 １１７人 ２２９人 

一般会計     ５，０１４，０１８ 千円 

特別会計     ４，４４９，４２８ 千円 

計     ９，４６３，４４６ 千円 

（うち人件

費） 
（ ７１４，６７５  千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

生活困窮者自立支

援事業及び障害者

相談支援事業の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立相談支援事業及び家計相談

支援事業を、委託先の社会福祉協

議会と連携して実施します。 

今年度からは、一時生活支援事

業を実施し、住所を持たない生活

困窮者の自立を支援します。 

 また、就労準備支援事業を実施

し、就労能力が低いなどの課題を

抱える人に対して、就労の機会を

提供し、就職活動等の総合的な支

援や就労体験等を通じて最終的に

一般就労に結びつけ、自立を促進

します。 

 

障害者相談支援事業を、委託先

の障害者相談支援事業所と連携し

て実施します。 

事業の推進により、市内の障害

のある人及びその家族等に対し

て、福祉サービス等の社会資源に

関する情報提供を行い、関係機関

と連携を取りながら、障害のある

人の地域生活を支援します。 

 

生活困窮者に対する第2の

セーフティネットとして設

置した生活相談支援センタ

ーの利用促進や運営を支援

します。また、センターや

ジョブスポットせとうちと

生活相談支援員との連携に

より就労支援を実施し、生

活困窮者の生活が安定する

よう努めます。 

  

・目標就労者数  年間15人 

 

 

委託先の障害者相談支援

事業所との連携を図り、地

域課題を把握し、民生委員

やトータルサポートセンタ

ー（障害者基幹相談支援事

業）等の関係機関との連携

を強化し、相談支援体制の

充実に努めます。 

 

・目標相談支援件数 年間

300件 

 

 

 

 

 

 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しています。 

 

9月末 就労者数 

9人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所との連携

を図り、相談支援体

制の充実に努めてい

ます。 

 

9月末  相談支援 

件数       145件 

 

 

 

 

 

 

 

   

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しています。 

 

1月末 就労者数 

15人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所との連携

を図り、相談支援体

制の充実に努めてい

ます。 

 

1月末  相談支援 

件数       226件 

 

 

 

 

 

 

 

   

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しています。 

 
 3 月末 就労者数 

15人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所との連携

を図り、相談支援体

制の充実に努めてい

ます。 

 

 3 月末  相談支援 

件数       265 件 

（新規 40） △1 

（継続 225）＋28 

前年比 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

子育て環境の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな子育て施策の実施を検討し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

安全で安心できる子育て環境の整

備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て中の孤立化や児童虐待を予

防するため、関係機関との状況共

有会議を実施し、安心して子育て

ができる環境づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度の「子ども・子

育て支援に関するニーズ調

査」等を踏まえ、第２期瀬戸

内市子ども・子育て支援事業

計画を策定します。 

 

 

 

 

耐震基準を満たしていない

放課後児童クラブの改修を

行うとともに、民間誘致等に

よる放課後児童クラブの増

設を目指します。また、待機

児童解消のため、保育施設の

あり方について検討します。 

 

 

 

 

警察、児童相談所、教委等と

情報を共有しながら、見守り

を行います。また、その中で

個別の会議を適時開催し、改

善方策を協議し、状況の改善

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代育成支援対策

推進協議会にて意見

を聴取しています。 

 

 

 

 

 

 

改修が必要なクラブ

の一部解体増築工事

を９月に着工しまし

た。また、邑久地区に

民設民営の放課後児

童クラブの誘致がで

き、来年度開設に向

けて事業者の支援を

しています。 

 

 

引き続き、関係機関

との情報共有をしな

がら、改善方法を協

議していきます。 

また、現在見守りを

行っている全ての方

の現状確認をし、状

況に応じた対応を行

っています。 

第２期瀬戸内市子ど

も・子育て支援事業

計画は、次世代育成

支援対策推進協議会

での審議を経て素案

を作成し、現在パブ

リックコメントを実

施しています。 

 

放課後児童クラブの

一部解体増築工事は

３月末までの完成を

目指して工事を進め

ています。民間誘致

した放課後児童クラ

ブは、来年度4月開所

に向けて事業者支援

をしています。 

 

 

引き続き、毎月の会

議・見守り等を通じ

て、関係機関との情

報共有や改善方策の

協議を行っていま

す。また、虐待防止に

関して関係機関への

周知活動や研修を行

っています。 

パブリックコメント

の実施、次世代育成

支援対策推進協議会

の答申を受け、３月

末に第２期瀬戸内市

子ども・子育て支援

事業計画を策定して

います。 

 
放課後児童クラブの

一部解体増築工事は

３月末に完成してい

ます。民間誘致した

放課後児童クラブ

は、来年度４月に開

所します。 

 

 

 

 

瀬戸内市要保護児童

対策地域協議会にお

いて、年 11 回の実務

者会議や個別ケース

会議を随時開催し、

状況共有の上、改善

方法を協議しまし

た。 

また、関係機関等に

対し、研修を実施し

ました。 

児童虐待防止専門研

修会 計 50 名 

CAP 研修 計 71 名 



4 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

地域ぐるみで子ど

もから高齢者まで

の心と体の健康づ

くりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども包括支援センターと健康

づくり推進課保健師・助産師及び

関係機関が連携を図りながら、妊

娠期から子育て期にわたるまでの

切れ目ない相談支援を実施しま

す。 

 

外遊びを通じて、子どもの健全

な発育を促し、子育て不安の解消

に努めます。また地域住民との協

働により実施し、住民が子育てに

関心を持つことで安心して子育て

ができる地域づくりを目指しま

す。 

 

 

発達に課題を抱える子どもが安

心して生活できるよう、臨床心理

士が相談支援を行います。 

 

 

 

働き盛りの年齢の方が受診しや

すいよう、各種がん検診を日曜日

や夕方に実施し、要精検と判定さ

れた方に対し精密検査の受診勧奨

を強化します。 

 

 

 

愛育委員の協力により、乳がん

自己検診のPRに努めます。 

 

 

対象別相談支援件数 

 ・妊婦の訪問・相談件数 

     訪問  実30人 

相談  延280件 

 ・乳児家庭全戸訪問 

       対象者約200人 

 

こどもひろばの開催 

開催回数・参加者数 

小規模 5回・延100組 

大規模  2回・延100組 

こどもひろばにボランティ

アとして参加市民の数 

          7回 延100人 

 

 

臨床心理士による相談 

      実 130人 

      延 250人 

  巡回相談   延10回 

  ケース会議 延25回 

 

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

の各がん検診精検受診率の

目標  

90％以上 

（国への地域保健・健康増進事業

報告でH27年度分より用いられて

いる受診率） 

 

乳がん検診会場で、愛育委員

による乳がん自己検診のPR  

中央公民館・ゆめトピア長船 

会場    実  900人 

妊婦の訪問・相談件

数 

訪問  実5人 

相談  延161件 

乳児家庭全戸訪問 

      98人 

 

こどもひろば 

小規模 3回･延30組 

大規模 1回･延51組 

 

ボランティア 4回  

市民   延37人 

子育て支援センター 

延19人 

 

臨床心理士の相談 

    実  92人 

    延 191人 

巡回相談    延1回 

ケース会議  延6回 

 

胃がん   23.5％ 

肺がん   14.3％ 

大腸がん  25.5％ 

子宮がん  43.8％ 

乳がん   14.7％ 

 

 

 

愛育委員が乳がん自

己検診をPRした実績 

8会場  

実 920人 

妊婦の訪問・相談件

数 

訪問  実8人 

相談  延221件 

乳児家庭全戸訪問 

      168人 

 

こどもひろば 

小規模 5回･延57組 

大規模 2回･延73組 

 

ボランティア 7回  

市民   延78人 

子育て支援センター 

延29人 

 

臨床心理士の相談 

    実 137人 

    延 275人 

巡回相談    延4回 

ケース会議  延7回 

 

胃がん   76.5％ 

肺がん   92.9％ 

大腸がん  78.2％ 

子宮がん  81.3％ 

乳がん   82.4％ 

 

 

 

愛育委員が乳がん自

己検診をPRした実績 

8会場  

実 920人 

妊婦の訪問・相談件

数 

訪問  実8人 

相談  延289件 

乳児家庭全戸訪問 

     199人 

 

こどもひろば 

小規模 5回・延57組 

大規模 2回・延73組 

 

ボランティア 7回  

市民   延78人 

子育て支援センター

延29人 

 

臨床心理士による相

談   実 175人 

    延 318人 

巡回相談    延4回 

ケース会議 延10回 

 

胃がん    87.3％ 

肺がん    92.9％ 

大腸がん   78.9％ 

子宮がん   82.4％ 

乳がん    93.0％ 

 

 

 

愛育委員が乳がん自

己検診をPRした実績 

       8会場 

実 920人 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

 潜在的に心を病んだ方や家族が

相談につながるように、こころの

健康に関する普及啓発を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛育委員・栄養委員の心や身体

の健康づくりに関する研修等を充

実し、地域住民の健康づくりを推

進します。 

 

 

 

 

 

 

妊婦・子ども・成人・高齢者対象

に、歯及び歯周疾患の予防啓発活

動を行います。 

 

こころの健康相談（12回） 

新規利用者の相談 実10人 

保健師による相談 延150人 

こころの健康講座の開催 

 開催回数 2回 延120人 

 

 

 

 

 

 

 

研修等の開催回数，参加者数 

 愛育：130回  延2,400人 

 栄養： 70回  延1,100人 

 

地域で愛育委員・栄養委員が

実施した健康づくり活動に

参加した住民数 

   愛育委員： 延8,000人 

  栄養委員： 延8,000人 

 

歯及び歯周疾患の予防啓

発に関する健康教育又は保

健指導を行う。 

・妊婦対象 3回 延25人 

・子どもの親対象 

育児相談15回 延100組 

 子育て支援センター 

5回 延50組 

・成人・高齢者対象（サロ

ン老人クラブ・はつらつ

OB・ 

介護予防リーダー等） 

 20回 延400人 

こころの健康相談 

6回 

新規利用者の相談 

実1人 

保健師による相談 

延90人（面接） 

こころの健康講座 

  2回 延64人 

(依存症専門研修、ひ

きこもり支援者研

修)   

 

愛育委員 

56回 延1,230人 

栄養委員 

30回 延585人 

 

愛育委員 

延2,451人 

栄養委員 

延760人 

 

・妊婦対象  

1回  延8人 

・子どもの親対象 

育児相談  

6回  延29組 

子育て支援センター 

1回  延5組 

保育園、幼稚園 

3回  延192人 

・成人・高齢者対象 

4回 延56人 

こころの健康相談 

10回 

新規利用者の相談 

実4人 

保健師による相談 

延154人（面接） 

こころの健康講座 

  3回 延80人 

(依存症専門研修、ひ

きこもり支援者研

修、市民講座)   

 

愛育委員 

101回 延2,006人 

栄養委員 

55回 延952人 

 

愛育委員 

延6,500人 

栄養委員 

延2,081人 

 

・妊婦対象  

2回  延13人 

・子どもの親対象 

育児相談・子育て相

談   11回  延55組 

子育て支援センター 

4回  延12組 

保育園、幼稚園 

3回  延192人 

・成人・高齢者対象 

16回 延243人 

こころの健康相談 

12回 

新規利用者の相談 

 実6人 

保健師による相談 

 延187人（面接） 

こころの健康講座 

3回 延80人 

(依存症専門研修、ひ

きこもり支援者研

修、市民講座)  

 

愛育委員 

 105回 延 2,052人 

栄養委員 

56 回 延 967 人 

 

愛育委員 

延 6,760 人 

栄養委員 

延 6,935 人 

 

・妊婦対象  

2回  延13人 

・子どもの親対象 

育児相談・子育て相

談  12回  延57組 

子育て支援センター 

4回  延12組 

保育園、幼稚園 

3回  延192人 

・成人・高齢者対象 

17 回 延 268 人 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

高齢者福祉の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

介護サービス介護給付の適正化

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事

業を通じた地域づくりに努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症高齢者の地域での

見守りと行方不明時の対応

の充実に取り組みます。 

認知症サポーター養成講

座修了者数    200 人 

高齢者徘徊対策促進事業 

 登録者数     10 人 

 

事業者指導の推進を図り

ます。 

地域密着型サービス事業

所        7 事業所 

居宅介護支援事業所 

6 事業所 

 

 

 

介護予防・日常生活支援総

合事業について、関係機関で

情報を共有しながら、支援内

容、取組み方法等の見直しを

行います。 

生活支援・介護予防サービ

ス提供主体等協議体会議 

開催回数     1 回以上 

 

地域包括支援センターにコ

ーディネータを配置し、連携

を行いながら地域づくりを行

っていきます。 

はつらつ教室（新規） 

10 カ所 

参加目標実人数  150 人 

はつらつ教室 OB 会 

         80 カ所 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

      97 人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 9 人 

 

 

 

実地指導 0事業所 

10月から順次実施予

定です。 

 

 

 

 

 

 

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議会は1回開催す

る予定です。 

 

 

 

 

 

地域でのはつらつ教

室も活発に実施され

ています。 

 

はつらつ教室（4月 

以降新規） 8カ所 

参加実人数 138人 

はつらつ教室OB会 

      91カ所 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

      417 人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 12 人 

 

 

 

地域密着型サービス

事業所4事業所、居宅

介護支援事業所3事

業所の実地指導を行

いました。 

その他の案件で2事

業所の指導を行いま

した。 

 

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議会は年度内に1

回開催する予定で

す。 

 

 

 

 

地域でのはつらつ教

室も活発に実施され

ています。 

 

はつらつ教室（4月 

以降新規） 19 カ所 

参加実人数 258人 

はつらつ教室OB会 

      98カ所 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

      417 人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 13 人 

 

 

 

年度中に指導計画を

変更したことから、

目標に届きませんで

した。 

実地指導  

7 事業所 

その他指導 

  2 事業所 

 

新型コロナウイルス

感染拡大防止のた

め、実施できません

でした。 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染拡大防止のた

め、3月のはつらつ教

室は自粛となりまし

たが、目標は達成で

きました。 

 

はつらつ教室（4月 

以降新規） 19 カ所 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が生きがいを感じることが

できる施策の実施を検討します。 

 

 

 

 

 介護予防リーダーを育成

し、地域での活動支援を行い

ます。 

介護予防リーダー育成 

20 人 

介護予防リーダー活動者 

50 人 

 

 

 生涯現役で活躍できる環

境整備の検討を進めていき

ます。 

 

 

 

 

 

育成研修は6月から8

月にかけて実施しま

した。 

介護予防リーダー育

成      26 人 

介護予防リーダー活

動者     54 人 

 

 

環境整備を行うため

の実施機関の検討を

進めています。 

 

 

 

 

9月以降は、介護予防

リーダー向けの資質

向上研修を開催しま

した。 

介護予防リーダー育

成      26 人 

介護予防リーダー活

動者     60 人 

 

実施機関である協議

会を11月に設立し、

事業実施に向けての

準備を進めていま

す。 

参加実人数 258人 

はつらつ教室OB会 

      98カ所 

 

介護予防リーダーの

育成、資質向上を図

ることができまし

た。 

介護予防リーダー育

成      26 人 

介護予防リーダー活

動者     58 人 

 

協議会にて事業実施

に向けて協議をお行

い、国の事業へ企画

提案を実施しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

保健、福祉、医療

連携の深化・推進 

できる限り住み慣れた自宅や地

域で安心して暮らし続けながら、

必要な医療や福祉サービスを受け

られるような、地域ネットワーク

の充実強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の医療・福祉・介護関係

機関が連携を深められるよ

う、多数の関係機関が参加で

きる専門職研修会等を実施

します。 

 

１研修会あたり市内関係機

関参加目標率 

医療機関    15％ 

介護機関    40％ 

障害福祉機関  15％ 

延参加目標人数 300 人 

 

 

 

 

障がいのある人への支援の

質の向上を図るため、平成

31 年度から障害福祉機関・

介護機関の職員を対象とし

た障害基礎研修を開催しま

す。 

知的障害・精神障害 

同一内容で各 2回 

 

在宅医療・福祉に係る支援

を必要とする人に、適切な

対応ができるよう関係機関

との連携を強化し、相談支

援体制の充実に努めます。 

 

認知症初期集中支援の目標 

新規訪問支援対象者数 10 件

以上 

 

多職種連携研修会 

           1 回 

市内関係機関参加率 

医療機関 21.6％ 

介護機関 43.6％ 

障害福祉機関  

      13.3％ 

参加人数 110 人 

 

 

高齢者入所施設合同

研修会 1回 33 人 

 

せとうちカフェ 

   1 回 39 人 

 

知的障害基礎研修会 

1 回 32 人 

精神障害基礎研修会 

1 回 44 人 

 

 

 

 

 

もの忘れ相談会を初

めて開催しました。 

相談件数 3 件 

 

 

 

新規訪問支援対象者

数     5 件 

 

 

多職種連携研修会 

           3 回 

市内関係機関参加率 

医療機関 19.8％ 

介護機関 45.2％ 

障害福祉機関  

      44.0％ 

参加人数 267 人 

 

 

高齢者入所施設合同

研修会 2回 66 人 

 

せとうちカフェ 

   2 回 72 人 

 

知的障害基礎研修会 

2 回 64 人 

精神障害基礎研修会 

2 回 52 人 

 

 

 

 

 

もの忘れ相談会を初

めて開催しました。 

相談件数 6 件 

 

 

 

新規訪問支援対象者

数     11 件 

 

 

多職種連携研修会 

           4 回 

市内関係機関参加率 

医療機関 20.1％ 

介護機関 42.9％ 

障害福祉機関  

      33.0％ 

参加人数 346 人 

 

 

高齢者入所施設合同

研修会 2回 66 人 

 

せとうちカフェ 

   3 回 96 人 

 

知的障害基礎研修会 

2 回 64 人 

精神障害基礎研修会 

2 回 52 人 

 

 

 

 

 

もの忘れ相談会を初

めて開催しました。 

相談件数 6 件 

 

 

 

新規訪問支援対象者

数     11 件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムを踏まえ

た在宅医療・介護推進、基幹相談

支援機能について、市民・地域住

民への普及啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係部署・関係機関との協働に

より作成した地域包括ケア実行計

画に基づき、年次目標が達成でき

るよう多職種との連携調整を図り

ます。 

 

在宅医療・福祉に係る目標相

談支援件数  300 件以上 

 

 

関係機関への連携延べ件数    

80件以上 

       

市民講座及び研修会の開催、

広報紙等を発行します。 

 

市民講座、出前講座等開催 

          10 回 

 延参加目標人数 300 人 

 

広報せとうち記事掲載 2回 

ケアネットせとうち通信発行

3回 

 

 

市在宅医療・福祉・保健連絡

協議会で、地域包括ケア実行

計画等の進捗、取組状況の報

告、情報交換を行います。 

 

協議会会議開催   4回 

委員数       17人 

 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 

      332 件 

 

関係機関への連携延

べ件数   106 件 

 

市民講座開催 1回 

参加人数 129 人 

 

出前講座等  4 回 

延参加人数 62 人 

 

 

広報せとうち記事掲

載         1 回 

ケアネットせとうち

通信発行   1 回 

 

市在宅医療・福祉・保

健連携協議会（ケア

ネットせとうち） 

開催   2 回 

 出席委員 

 延 34 人 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 

      533 件 

 

関係機関への連携延

べ件数   149 件 

 

市民講座開催 1回 

参加人数 129 人 

 

出前講座等  7 回 

延参加人数 174 人 

 

 

広報せとうち記事掲

載         2 回 

ケアネットせとうち

通信発行   2 回 

 

市在宅医療・福祉・保

健連携協議会（ケア

ネットせとうち） 

開催   3 回 

 出席委員 

 延 48 人 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 

      709 件 

 

関係機関への連携延

べ件数   186 件 

 

市民講座開催 1回 

参加人数 129 人 

 

出前講座等  9 回 

延参加人数 219 人 

 

 

広報せとうち記事掲

載         2 回 

ケアネットせとうち

通信発行   3 回 

 

市在宅医療・福祉・保

健連携協議会（ケア

ネットせとうち） 

開催   4 回 

 出席委員 

 延 64 人 
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平成３１年度 産業建設部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

産業建設部長 
難波 利光 

●使命 

私たち産業建設部は、災害に強いまちをつくるため、インフラ施設の

長寿命化を図りながら、更なる住環境の整備を進めることで、安全で快

適な生活空間の創出を目指します。また、情報発信事業を推進すること

で、市の魅力を広く内外に伝え、併せて地域が元気で持続的発展できる

よう、中小企業振興等に力を入れながら施策を展開し、産業の活性化を

積極的に進めます。 

 

●基本方針 

①河川、高潮、住宅の耐震化等の防災対策事業を計画的に実施し、錦海

排水ポンプ等の公共施設の管理責任を果たします。 

②長寿命化計画に基づき生活道路等の年次的な整備を行います。 

③ＪＲ３駅の駅前整備事業を促進します。 

④農地維持や資源の質的向上を図るため、農業用施設の適正な維持管理

が行えるよう事業の促進に努めます。 

⑤担い手の育成や耕作放棄地対策等の事業に取り組むことで、農林水産

業の活性化を後押しします。 

⑥深刻化する有害鳥獣による農作物への被害を抑えるため、積極的に対

策事業を進めていきます。 

⑦情報発信事業に継続して取り組むことで、市の知名度向上につなげ、

インバウンドを含めた観光振興を推進します。 

⑧地域産業の担い手である市内の小規模事業者や中小企業者のための

振興対策を積極的に推進します。 

⑨投資による雇用・税収を確保するため、農村地域産業導入促進法によ

る企業誘致を促進します。 

所 管 課 建設課・農林水産課・商工観光課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３３人 ６人 ３９人 

一般会計 ３，４３８，８００ 
千円 

特別会計 ５８７，２８２４
千円 

計 ４，０２６，０８２ 
千円 

（うち人件費） （ ２２４，７７２ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

１ 

河川、高潮、住

宅の耐震化等の

防災対策の推進 

大雨、台風等による河川氾濫、高

潮対策等の防災対策事業の基本と

なる、総合治水基本計画の策定を

進めます。 

 

住宅について、住宅耐震診断、補

強計画、耐震工事を広報誌等によ

る周知により事業推進し、災害の

未然防止や被害の軽減を図りま

す。 

 

 

 

錦海塩田跡地を適正に維持管理す

るため、排水ポンプから錦海湾に

排出する管渠の改修を進めます。 

総合治水基本計画を策定し

ます。 

 

 

 

住宅耐震診断、補強計画、補

強工事に対する補助金を交

付します。 

（木造住宅） 

耐震診断 15件 

補強計画 10件 

補強工事  5件 

 

排水管渠改修設計を実施し

平成31年度中に工事発注を

実施します。 

総合治水基本計画検

討業務を委託発注し

策定中。 

 

 

 

 

 

（木造住宅） 

耐震診断  6件 

補強計画  2件 

補強工事  2件 

 

管改修に必要な基本

計画を委託発注し計

画中。 

内水対策メニューの

整理中。3月末に業務

完成予定。 

 

 

 

 

 

（木造住宅） 

耐震診断  8件 

補強計画  3件 

補強工事  2件 

 

基本計画が2月末に

完成予定。3案中最適

工法を選定。 

新型コロナウイルス

の緊急事態宣言の影

響で工期延期。6 月

初旬に完成予定で

す。 

 

 

 

（木造住宅） 

耐震診断  8件 

補強計画  3件 

補強工事  2件 

 

基本設計にて管渠ル

ート及び管種決定。

詳細設計を次年度早

期発注します。 

２ 

長寿命化計画に

基づく、生活道

路等の整備 

道路管理者として、道路を常時良

好な状態に保つように維持、修繕

することが法令化されたことを受

け、5年に1回、橋梁点検を実施し

健全性の診断を行い、予防保全の

観点から早期補修を行うなど、適

正な管理を進めます。 

 

地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備など促進し、安心安全な地域

づくりを推進していきます。また、

まちづくりに必要な道路の整備を

進めます。 

市道の橋梁 580 橋のうち、今

年度は 116 橋の法定点検を

実施します。 

 

生活道路改良工事では舗装

修繕を含め、20 路線を実施

します。 

 

生活道路維持補修等では、要

望書に基づいた迅速な対応

と、要望に対する実施率

60％以上を目指します。 

 

 

79橋について発注済

み。36橋については

直営点検を実施中。 

 

21路線の工事発注を

行い実施中。 

 

 

要望件数204件に対

し102件対応し実施

率50％。 

114橋について点検

完了済み。2橋は廃止

手続き。 

 

26路線の工事発注を

行い、11路線が工事

完了。 

 

要望件数297件に対

し144件対応し実施

率48％。 

114橋について点検

完了。2橋は廃止手続

きが完了しました。 

 

23路線の工事が完了

し、3 路線が繰越し

しました。 

 
要望件数 345 件に対

し 171 件対応し実施

率 50％でした。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

３ 

ＪＲ駅前等整備

事業の推進 

市内に３駅あるＪＲ駅前等整備計

画の実現に向けて、関係者との調

整、事業の推進を図ります。 

警察協議が整い次第、ＪＲ西

日本と計画協議を進め、駐輪

場、トイレ整備などの、工事

着手に取り掛かります。 

 

 

警察協議は8月に完

了し、ＪＲ西日本と

計画協議を進めてい

る。 

ＪＲ西日本との計画

協議が1月29日に完

了。 

設計業務を実施中。 

設計業務が完了。施

工計画に沿った工事

発注を次年度準備す

る。 

４ 

農業用施設の適

切な維持管理 

農地の維持や農地・水路・農道等

の質的向上を図るため、地域の共

同活動を支援する多面的支払交付

金の制度を周知し事業の推進を図

ります。 

 

 

 

農道橋、法定外橋梁の管理者とし

て橋梁点検を実施し健全性の診断

を行い、予防保全の観点から早期

補修を行うなど、適正な管理を進

めます。 

 

 

 

 

 

活動団体の円滑な運営を支

援すると共に、制度の普及に

努め、活動団体の増加を1団

体以上目指します。 

 

 

 

 

農道橋、法定外橋梁19橋のう

ち、今年度は8橋の橋梁点検

を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

活動団体が1団体増

加し、運営の支援を

実施中。 

 

 

 

 

 

8橋の橋梁点検につ

いて発注済み。 

新規の活動団体を含

め、４団体の運営は

順調である。 

 

 

 

 

 

8橋の橋梁点検が完

了。 

４団体の活動が完了

し、次年度も継続の

予定です。 

 

 

 

 

 

8 橋の橋梁点検が完

了し、早期修繕の必

要はありませんでし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

５ 

農林水産業の活

性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の耕作放棄地を復旧するとと

もに、新規就農者の確保とその支

援を行います。 

 

・補助事業等を活用しなが

ら、耕作放棄地の年間活用

面積を３ha 増加 

 

 

 

 

・県、ＪＡ等関係機関との

連携による、技術取得のた

めの研修、就農後の経営支

援等の実施 

 

 

・認定農業者の認定数（更新

を含む）を 25 件以上 

 

 

 

 

 

・新規就農者数の件数を３件

以上 

 

・0.5ha について補

助事業を活用した放

棄地の解消相談を受

けました。 

 

 

 

・７～８月にかけて、 

就農者等８名に対

し、経営指導等実施

しました。 

 

 

・７件を認定した（更

新含む）ほか、数件

の新規相談を受けま

した。 

 

 

 

・１件 12 月就農に向

けて事前準備。その

ほか就農説明会等に

参加し、数件の新規

相談を受けました。 

・0.5haについて補助

事業を活用し、耕作

放棄地の解消に取り

組んでいます。 

 

 

 

・10月末に３名、１

月末に８名に対し、

営農・経営指導を行

いました。 

 

 

・新規1件を認定し、

合計8件の認定を行

った。年度末までに

13件の更新予定者に

ついて更新準備を行

っています。 

 

・１月末までに４名

を確認。県内・県外

（大阪、東京）での

就農相談会に６回参

加しました。 

・補助事業を活用し、

0.5  の耕作放棄地

を解消。また、農地

利用状況調査の結

果、2.7  の耕作放

棄地の解消を確認。 

 

・年３回実施。次年

度以降は県、ＪＡと

連携し、年６回の研

修会を実施すること

で調整済。 

 

・23 件の認定（新規

５件、更新 18件）を

行った。 

 

 

 

 

・県内、県外での就

農相談会（６回）へ

の参加、個別相談・

産地案内（13 件）を

実施。４名の新規就

農者を確保。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

６ 

有害鳥獣被害対

策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年被害が増加している鳥獣被害

の防止を図るための対策を強化し

ます。 

・瀬戸内市鳥獣被害防止対策

協議会による被害防止計

画の策定および実施、緊急

時対応を含む実施隊の強

化 
 
 
・防護柵設置（個別柵及び集

落柵の実施） 
 個別柵 130 件 

 集落柵  3 件 

 
 
 
 
 
・地域で取り組む鳥獣害対策

の推進（地域おこし協力隊

の配置と育成、鳥獣対策セ

ミナー開催（3回）等） 

・令和元年６月６日

（木）総会開催。随

時、実施隊による緊

急時の出動及び被害

調査を含む駆除活動

を実施しました。 

 

・個別柵 111 件 

・集落柵  2 件（虫

明間口、磯上油杉） 

を設置しました。 

 

 

 

 

 

・11/17、11/26、12/10

に鳥獣対策セミナー

を開催予定とし、講

師、資料、会場等準

備しました。 

・令和元年６月６日

（木）総会開催。随

時、実施隊による緊

急時の出動及び被害

調査を含む駆除活動

を実施しました。 

 

・個別柵 126件 

・集落柵  2 件（虫

明間口、磯上油杉） 

を設置しました。 

 

 

 

 

 

・11/17、11/26、12/10

に鳥獣対策セミナー

を開催した。さらに

2/18に4回目のセミ

ナーを開催予定 

・令和元年６月６日

（木）総会開催。随

時、実施隊による緊

急時の出動及び被害

調査を含む駆除活動

を実施しました。 

 

・個別柵 177 件 

・集落柵  2 件（虫

明間口、磯上油杉） 

を設置しました。 

そのほか、3 つの集

落が、令和２年度に

集落柵の設置を検討

相談しています。 

 

・ 11/17 、 11/26 、

12/10、2/18 に鳥獣

害対策セミナーを開

催しました。参加人

数は以下のとおりで

す。 

11/17 46 人参加 

11/26 54 人参加 

12/10 55 人参加 

2/18  89 人参加 

合計 244 人参加 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

７ 

魅力ある観光資

源の活用による

インバウンドを

含めた観光客の

誘致 

観光資源の掘り起こしや磨き上げ

を行い、インバウンドを意識した

効果的な情報発信に取り組むこと

で、国内外からの観光客の増加と

市の知名度向上を図ります。 

「瀬戸内海」や「日本刀」な

どの既存観光資源の磨き上

げや新たな観光資源の掘り

起こしを実施します。また、

メディア等を活用した観光

情報の発信を強化するため、

ターゲットや観光ニーズに

即した観光プロモーション

事業を、公募提案型方式によ

り実施することで、民間企業

のノウハウを活用し、市の知

名度を高め、国内外からの誘

客の促進を図ります。 

 

・目標入込客数：800,000 人 

・目標外国人観光客数 

         3,800 人 

（対象施設：備前長船刀剣博

物館、牛窓海遊文化館、市内

宿泊施設） 

 

観光資源の磨き上

げ、掘り起しについ

ては、吉井川流域Ｄ

ＭＯと連携し、刀鍛

冶体験を含む旅行商

品の造成に着手いた

しました。また、観

光プロモーション事

業では、備前長船の

刀剣を軸にした観光

プロモーション事業

のプロポーザル審査

を 8 月に実施し、委

託業者を選定いたし

ました。 

観光資源の磨き上

げ、掘り起しについ

ては、吉井川流域Ｄ

ＭＯと連携し、刀鍛

冶体験とサイクリン

グの２つの旅行商品

を造成いたしまし

た。また、観光プロ

モーション事業で

は、備前長船の刀剣

について情報誌に掲

載したほか、東京新

橋のアンテナショッ

プにて、備前長船の

プロモーションイベ

ントを実施いたしま

した。 

 

観光資源の磨き上

げ、掘り起しについ

ては、吉井川流域Ｄ

ＭＯと連携し、２つ

の旅行商品を造成し

ました。 

また、観光プロモー

ション事業では、備

前長船の刀剣につい

て情報誌等への掲

載、首都圏でのプロ

モーションイベント

を実施しました。 

目標の入込客数につ

いては、夏季天候不

順、新型コロナウィ

ルスの影響等により

683,000 人にとどま

りました。また、外

国人観光客数につい

ても、新型コロナウ

ィルスの影響等によ

る訪日旅行客の減少

を受けて 3,447 人に

とどまりました。（参

考：前年外国人観光

客数 3,359 人） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

８ 

地域産業の振興

対策の推進 

地域産業の担い手である市内小規

模事業者、中小企業者の振興対策

を推進し、併せて創業者の支援を

推進します。 

創業支援事業計画に基づき、

瀬戸内市商工会、岡山県産業

振興財団、金融機関との連携

による創業支援件数 149 件

及び創業件数 18件 

（各連携機関合計数値） 

 

利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援を

行います。 

 

岡山連携中枢都市圏の連携

市町と合同で食品製造業見

本市へ共同出店し、食品製造

業の販路開拓・拡大につなげ

ます。 

・出展予定企業数 3社 

岡山連携中枢都市圏

事業の食品製造業見

本市の共同出展につ

いて、瀬戸内市から

出展する 3 社が決定

し、参加する各企業

のブースレイアウト

も決定しました。ま

た、当日配布するパ

ンフレットの作成に

着手しております。

さらに、参加各企業

は、個別商談会「ビ

ジネスマッチング」

に向けた準備を開始

しております。 

本年度の現段階にお

ける創業件数は 18

件で、年度末までに

はまだ数件の創業が

見込まれます。また、

利子補給制度の執行

の準備も順調に進ん

でいます。 

岡山連携中枢都市圏

事業の食品製造業見

本市の共同出展は 2

月 12～14 日の開催

であり、連携市町の

最終的なチェックや

出展企業の準備も最

終段階を迎えていま

す。 

創業支援計画に基づ

く支援件数は全体で

75件と目標値を下回

りましたが、創業件

数は 20 件と目標値

を上回り、各機関の

連携による創業支援

に成果がありまし

た。利子補給制度の

執行においても適正

に行われ、中小企業

の安定的経営に寄与

することができまし

た。また、岡山連携

中枢都市圏事業であ

る食品製造業見本市

においても当市から

3 社の出展があり、

約 150 のバイヤーと

の接触により販路開

拓、拡大に多くの収

穫がありました。 

9 

農村地域産業導

入促進法による

企業誘致の促進 

投資による雇用・税収を確保する

ため、農村地域産業導入促進法に

よる企業誘致を促進します。 

 

企業誘致を推進するため、農

村地域産業導入促進法によ

る実施計画を策定し、新たな

企業団地の指定を行います。

また、県、その他関係機関と

連携し、立地希望の企業情報

を収集し、企業の誘致を推進

します。 

 

・農村地域産業導入促進法に

よる実施計画の策定 

農村地域産業導入促

進法による実施計画

については、候補地

となりえる土地の選

定作業を行ってお

り、条件面の整理や

農業振興施策との関

連について整理し、

計画の策定を目指し

ます。 

農村地域産業導入促

進法による実施計画

の策定は順調に進め

られ、県協議前の素

案は最終的な調整に

入りました。今後は

素案の完成の後、県

協議に向けた準備を

行います。 

農村地域産業導入促

進法による実施計画

は、素案の作成は完

了し、予定作業は終

了しました。今後は、

当計画を完成させる

ために必要となる

「誘致が確実となっ

た企業の情報等」の

入力を行い、計画を

完成させます。 
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平成３１年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 
髙原 正利 

●使命 

私たち消防本部は、社会情勢を的確に把握し、将来を見据えたきめ細か

で、地域に密着した消防行政を展開していきます。 

●基本方針 
①災害発生時に、消防力が最大限に発揮できるよう各種訓練に取組みま

す。 
②社会、環境変化に応じた警防計画の見直しを進めます。 
③消防団員の災害対応能力を高めるよう努めます。 
④消防施設の充実を図ります。 
⑤防火基準等の違反を是正していくよう努めます。 
⑥口頭指導による心肺蘇生実施率を高めます。 
 
 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 
消防署 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

７６人 人 ７６人 

一般会計       ７２０，２３３ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ７２０，２３３ 
千円 

（うち人件費） （５５２，０１８） 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

消防対応能力の向

上 

【警防課・消防署】 

関係機関との合同訓練及び外部施

設を使用しての組織的な活動、安

全管理を含めた実践訓練を実施す

ることにより消防対応能力の向上

を図ります。 

 

 

救急対応能力の向上を図ります。 

 

 

 

 

消防訓練 年５回以上 

救助訓練 年５回以上 

救急訓練 年２回以上 

 

 

 

 

外部講師を招き救急技術訓

練を実施 年２回以上 

8月予定の水難救助

合同訓練は、雨のた

め当日中止となった

が、他の上半期予定

の訓練は計画通り実

施できています。進

捗率50％ 

上半期に予定の救急

技術訓練は、７月に

瀬戸内市民病院の竹

内院長を講師で招き

２日間に渡り実施し

ました。進捗率50％ 

消防訓練 ６回実施 

救助訓練 ５回実施 

救急訓練 ２回実施 

年間予定した各訓練

は中止となった以外

は実施できました。 

進捗率100％ 

県南東部MCで指導救

命士、救急隊が参加

して同訓練が開催さ

れました。 

進捗率100％ 

消防訓練 ７回実施 

救助訓練 ５回実施 

救急訓練 ２回実施 

雨で中止となった訓

練以外は実施できま

した。 

 

外部講師を招いた救

急技術訓練は２回実

施し、目標どおり達

成しました。 

 



2 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

警防計画の見直し

を図る 

【警防課・消防署】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の増加、地理的環境の変化に

伴った消防戦術が必要であり、消

防活動の共通認識を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本署、牛窓・長船分駐所で現

行の警防計画の見直しを図

ります。 

 

本署、牛窓・長船分

駐所で警防計画の見

直しと再調査を順次

実施しています。 

進捗率50％ 

本署、牛窓・長船分

駐所の各署所で計画

した見直し箇所は終

了しました。 

進捗率100％ 

見直し件数 

本署28件 

牛窓20件 

長船25件 

本署、牛窓・長船分

駐所の各署所で計画

した見直し箇所は終

了しました。 

見直し件数 

本署28件 

牛窓20件 

長船25件 

3 

消防団の活動能力

と指導能力の向上 

【総務課】 

 

 

 

 

 

 

 

消防団施設等の整

備【総務課】 

近年の多様な災害に対応すべく

団員の消防学校の教育・訓練に派

遣し、災害対応に必要な知識と技

術を高め、より一層地域に密着し

た活動ができるよう努めます。 

 

 

 

 

 

鹿忍分団第3部(野上)の機能低

下した消防車両の更新を図りま

す。 

消防学校への派遣 

 水難救助２０人 

 機関科５人 

 警防科５人 

各種訓練 年5回以上 

 

 

 

 

 

鹿忍分団第３部の消防車

両を更新配備します。 

令和２年２月末までに実施

します。 

 水難救助は４０名 

各種訓練は３回行っ

ており、警防科、機

関科は後期に行く予

定です。 

 

 

 

 

 

入札は終了し詳細

な打ち合わせも終わ

り中間検査を待つの

みです。 

機関科に２名派遣

しました。警防科に

も派遣予定です。  

 

 

 

 

 

 

 

１１月末に納入が

完了し、１２月上旬

には車両取扱説明会

を行いました。鹿忍

分団に引渡しが完了

しました。 

機関科・警防科は

コロナウイルスの関

係で中止になりまし

たが、各分団訓練を

年５回以上実施しま

した。水難救助訓練

には予定人数の倍で

ある４０名が参加で

きました。 

 

１２月上旬、鹿忍

分団第３部に消防車

両の引渡しが完了し

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

消防施設等の整備 

【総務課】 

長船町土師地区に災害時に対応

できる貯水槽を設計し、消防水利

の充実を図ります。 

 

 

 

 

現在の長船分駐所は耐震性能が

ないため新たな土地に移転・新築

について検討します。 

 

 

 

 

多様な災害に対応すべく緊急消

防援助隊登録の災害対応特殊水槽

付ポンプ自動車の更新を目指しま

す。 

 

 

 

大雨、津波などによる浸水被害

に対応するため、災害用救助艇１

艇の整備を行います。 

１００ の耐震性貯水槽

の設計を令和２年３月まで

に行います。 

 

 

 

 

令和２年３月までに実施

設計を完了します。 

 

 

 

 

 

令和２年３月までに完成

させます。 

 

 

 

 

 

令和２年７月までに整備

を終らせます。 

  設計は完了し検査

も終了しました。 

ただ、来年度の正確

な予算がもう少しで

す。 

 

 

 実施設計の打ち合

わせを綿密に行って

います。 

 

 

 

 

入札も終了し詳細な

打ち合わせも終わり

１月の中間検査を待

つだけです。 

 

 

 

 6月13日に納品され

整備は終了しまし

た。 

 来年度の予算もほ

ぼ決定し順調に進ん

でいます。 

 

 

 

 

実施設計の打ち合

わせも数回行い消防

側の意見等も反映し

てもらい順調に進ん

でいます。 

 

 

ボディーカラーな

ど詳細も決定し２月

の中間検査に向け進

んでいます。 

 

 

 

 ７月までにすべて

整備を終わらせまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月に設計も完了

し、来年度の予算も

決定しました。 

 

 

 

 

３月末で実施設計

を完了しました。 

 

 

 

 

 

 ３月１６日に納車

され完成検査も終了

しました。 

 

 

 

 

 ７月までにすべて

整備を終わらせまし

た。 



4 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

違反防火対象物へ

の指導強化 

【予防課】 

 

 

 

 

 

小規模飲食店への 

立入検査を実施 

【予防課】 

 

 

 

 

 

 

 

危険物施設・高圧

ガス施設への事故

防止対策の推進 

【予防課】 

立入検査で発覚した屋内消火栓、

スプリンクラー設備、自動火災報

知設備の未設置の事業所に対して

追跡を行い違反是正を推進しま

す。 

 

 

 

消防法施行令の一部改正に伴い、 

１５０㎡未満の飲食店等に対して

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度から危険物施設における改

善指示があった事業所を中心に立

入検査を実施します。  

 

公表制度違反事業所１件の

是正を求めます。併せて公表

対象外事業所１２件も年度

末までに是正指導をします。 

 

 

 

 

１０月１日から消火器具の

設置義務があることの説明

と設置指導を行い、時点にお

ける設置状況の実態把握に

努めます。 

 

 

 

 

 

定期点検未実施の危険物施

設５件に対し是正指導を行

います。 

 

・公表対象の 1 事業

所は６月に是正済み

です。 

・公表対象外５事業

所に指導、１事業所

是正に向け進行中で

す。 

 

・瀬戸内市内の小規

模飲食店７７件を把

握しました。 

そのうち６２件が設

置必要でしたが４４

件が未設置でした。 

 

 

 

 

・是正指導対象５件

のうち２件は廃止予

定です。 

・公表対象の事業所

６月に是正済みで

す。 

・公表対象外事業所

1 件是正済です。他

は現在指導中です。 

 

 

・調査結果をリスト

化し、以後の状況把

握ができるようにデ

ータ化しました。 

 

 

 

 

 

 

・５件中１件は是正

出来ました。うち２

件は事業廃止の届け

出があり対象外とな

りました。残り２件

は是正に向け立入検

査を実施し指導中で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公表対象の 1 事業

所は６月に是正済み

です。 

・残りの公表対象外

事業所６件の是正指

導を行う予定です。 

 

 

・小規模飲食店７７

件の実態把握は完了

し、消火器具の設置

を指導しました。 

 

 

 

 

 

 

５件中２件は廃止、

１件は是正、１件は

R2.4月に是正されま

す。残り１件は指導

中です。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

6 

新マニュアル使用

による口頭指導の

充実 

【通信指令室】 

 １１９番通報者に対して、新マ

ニュアルを使用しての、心肺蘇生

法や止血等の応急手当が必要な事

案に対して口頭指導を実施しま

す。 

指令室内での訓練を行い 

口頭指導による心肺蘇生法

実施率85％以上を目指しま

す。 

また心肺蘇生法以外の応

急手当実施率90％以上を目

指します。 

指令室内で模擬通報

を実施し、スムーズ

で的確な口頭指導が

できるよう訓練を重

ねています。 

心肺蘇生の口頭指導

は 100％実施できて

いますが、バイスタ

ンダーによる心肺蘇

生法実施率は 60％ 

 

心肺蘇生法以外の実

施率は 90％ 

心肺蘇生の口頭指導

は 100％実施できて

いますが、バイスタ

ンダーによる心肺蘇

生法実施率は 65％。 

 

心肺蘇生法以外の実

施率は 95％ 
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平成３１年度 上下水道部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

上下水道部長 
松本 孝之 

●使命 

私たち上下水道部は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできないラ

イフライン事業を担っています。上水道は、安全・安心な活力ある水道

を基本理念に、災害に強い安全・安心で良質な水を安定的に供給します。 

下水道は、快適な生活環境の整備と日々の生活で汚した水を高度処理し

水質保全を図り、豊かな水環境を守ります。 

●基本方針 

①安全で安心な水を供給するため、水質管理・検査体制の充実や浄水施

設の高度処理化に取り組みます。 

②効率的で災害に強い水道システムを構築するため、応急給水体制等の

強化や、施設や管路の適正規模での更新や耐震化、統廃合を進めます。 

③健全で持続可能な事業経営を推進するため、施設や管路の適切な維持

管理や投資の合理化、労働生産性の向上に努めます。 

④効率的な運営管理を見据えた整備計画を進めます。 

⑤下水道事業の効率化、維持管理コスト縮減、供用開始区域内の接続推

進を図り経営の健全化を進めます。 

所 管 課 上水道業務課・上水道施設課・下水道課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３９人 ６人 ４５人 

水道事業会計 ２，８８８，８１９ 
千円 

下水道事業会計 ２，６４３，７３４ 
千円 

計 ５，５３２，５５３ 
千円 

（うち人件費） （２８４，６６７） 

千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

基幹管路の耐震化

及び災害時応急給

水体制の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的に基幹管路の耐震化を進め

ます。 

災害時の応急給水のため、加圧式

給水車を導入します。 

耐震型ダクタイル鋳鉄管 

口径200㎜～150㎜、延長276

ｍの布設替工事を2月末まで

に行います。 

10月工事発注に向け

て準備中です。 

 

加圧式給水車は6月

に契約を行っていま

す。 

工事発注済み、現在

工事中です。 

 

加圧式給水車は発注

済みです。 

耐震型ダクタイル鋳

鉄管口径 200mm ～

150mm、延長 262ｍの

布設替工事は完了し

ました。 

 
加圧式給水車を導入

しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

浄水場及び送水管

の機能強化、耐震

化による更新 

福山浄水場の高度処理化や耐震

化、適正規模での更新整備事業を

継続します。 

 

 

 

 

 

 

北島送水管の耐震化、適正規模で

の布設替工事を継続します。 

 

沈砂接触池及び排水池、濃縮

槽を築造した後、付帯の機

械・電気設備工事を実施しま

す。その他、取水ポンプ設備

及び導水配管工事を3月末ま

でに行います。 

 

 

 

耐震型ダクタイル鋳鉄管口

径400㎜、延長285ｍの布設替

工事を11月末までに行い、3

月末までに新設管に切り替

えます。 

沈砂接触池の躯体コ

ンクリートを打設、

濃縮槽の基礎の工事

中です。取水ポンプ

設置について、国土

交通省岡山河川事務

所と協議中です。 

 

 

送水管の布設替工事

は完了し、水需要が

少なくなる冬季に切

り替える予定です。 

沈砂接触池及び排水

池、濃縮槽の築造は

完成し、付帯設備の

工事中です。 

取水ポンプ２台の更

新と導水配管工事が

完了し、仮使用中で

す。 

 
１月上旬に新設管へ

の切り替えまで完了

しました。 

沈砂接触池及び排水

池、濃縮槽は付帯の

機械・電気設備工事

が完了しました。ま

た、取水ポンプ全て

の更新が完了し運用

を開始しました。 

 

 

 

3 

適切な維持管理に

よる有収率の向上 
有収率の向上を目指し、老朽管更

新工事の実施と漏水の多い地域の

調査を行います。 

飯井地内配水管布設替工事

水道配水用ポリエチレン管

口径100㎜、延長約491ｍの布

設替を2月末までに行いま

す。 

 

市内全域で選別して漏水調

査を行います。 

11月工事発注に向け

て準備中です。 

 

 

 

 

市内11㎞（9地区）で

漏水調査を完了しま

した。 

工事発注済み、現在

工事中です。 

 

 

 

 

市内11.8㎞（10地区）

で第２期の漏水調査

を完了しました 

飯井地内の水道配水

用ポリエチレン管、

口径 100mm、延長 519

ｍの布設替工事は完

了しました。 

 

計 2 回の漏水調査を

実施しました。延長

22.8km、給水戸数

1,528 戸を調査しま

した。漏水 19件を発

見し全て修繕を完了

しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

下水道への接続推

進 

下水道事業の経営健全化のため、

供用開始予定地区のパンフレット

配布や広報紙・ホームページへの

掲載、アンケート調査等により市

民の理解を深め接続の向上を推進

します。アンケート調査の際に接

続について説明を行います。 

供用開始地区への下水道接

続率 77.5％を目指します。 

広報紙・市ホームペ

ージに早期接続のお

願いを掲載していま

す。また、供用開始

から今年度、あらた

に３年が経過した未

接続世帯に対し、早

期接続のお願い文書

の発送を準備中で

す。 

供用開始から今年度

あらたに３年が経過

した未接続世帯に対

する早期接続のお願

い文書を発送しまし

た。 

広報紙への早期接続

のお願いの掲載につ

いても、再度実施し

ます。 

昨年度、早期接続の

お願いを送った世帯

の接続も徐々に増え

ていますので、継続

的に実施します。 

接続率は78.1％とな

りました。 

これまで接続推進の

手紙を送付した543

世帯のうち、50世帯

から接続申請があり

ました。 

今後も手紙の発送、

アンケート調査、広

報紙・ホームページ

による早期接続のお

願いを継続します。 

5 

施設の適正な管

理・運営 

ストックマネジメント計画の対策

方針及び事業計画が完成し、今後、

長寿命化を図るため、施設の点

検・修繕・改築を計画的に実施し

ていきます。また、長期的な視野

に立って維持管理コストの縮減を

目指します。 

ストックマネジメント事業

計画及び最適整備構想の結

果を基に、修繕及び改築の詳

細設計業務を３月末までに

完成させます。 

また、施設の統廃合について

も今後の事業の進捗状況及

び財政面等を考慮しながら

研究していきます。 

詳細設計業務につい

ては、７月末に契約

を行い、現在現場環

境調査（道路状況・

周辺環境・管路状況）

を行っています。 

施設の統廃合につい

ては、総合的に検討

中であり、次年度に

具体的な経済比較を

行う予定です。 

詳細設計業務につい

ては、経済比較等を

行い、修繕及び改築

の工法が決定し、現

在図面・数量計算書

等の作成を行ってい

ます。 

施設の統廃合につい

ては、次年度の具体

的な経済比較に向け

て準備を進めていま

す。 

修繕及び改築等の詳

細設計業務が完了し

ました。 

今後、計画的に改修

工事を実施していき

ます。 

施設の統廃合につい

ては、次年度経済比

較を行います。 
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平成３１年度 病院事業部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

病院事業部長 

小山 洋一 
●使命 

私たち病院事業部は、「市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指し 

ます。」を理念に掲げ、市民に必要とされる病院の運営と健全な 

経営に努めます。 

●基本方針 

①地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。 

②人を大切にし、患者の尊厳と権利を尊重します。 

③医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに地域包括医療・

ケアを進めます。 

④常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。 

⑤市民に必要とされる医療人を育成します。 

⑥健全な経営基盤を確立します。 
⑦楽しく働き甲斐のある職場をつくります。 

所 管 課 市民病院・裳掛診療所 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１３３人 ２４人 １５７人 

事業会計 ２，０６９，４６５ 
千円 

特別会計 ２６，７７０ 
千円 

計 ２，０９６，２３５ 
千円 

（うち人件費） （ １，１４３，６５３ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

良質な医療サービ

スの提供と健診部

門の充実 

市民の医療需要に的確に応え、信

頼される病院となるべく、患者さ

まの立場にたった医療、良質かつ

適切で安全な医療サービスを提供

します。 

特定健診、人間ドック等を充実し、

早期治療対応の環境づくりに努め

ます。 

 

 

1日当たり外来患者数 230人 

（前年度 209人） 

1日当たり入院患者数 102人 

（前年度  91人） 

入院患者満足度 93％以上 

 

外来患者満足度 72％以上 

 

手術件数 350件 

（前年度 275件） 

健診者数 3,500人 

（前年度 3,433人） 

救急車受入件数 650件 

（前年度 574件） 

外来患者数  

214人/日 

入院患者数  

91人/日 

入院患者満足度  

83.9％ 

外来患者満足度  

65.4％ 

手術件数  144件 

 

健診者数 1,962人 

 

救急車受入件数 

  293件 

 

外来患者数  

213人/日 

入院患者数  

89人/日 

入院患者満足度  

83.9％ 

外来患者満足度  

65.4％ 

手術件数  219件 

 

健診者数 3,160人 

 

救急車受入件数 

  469件 

 

外来患者数  

210人/日 

入院患者数  

91人/日 

入院患者満足度  

83.9％ 

外来患者満足度  

65.4％ 

手術件数  267件 

 

健診者数 3,388人 

 

救急車受入件数 

  553件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

地域包括医療・ケ

アの推進と病床管

理の徹底 

地域の医療機関等との機能連携及

び機能分担を進めるため、患者紹

介・逆紹介の推進、情報交換等を

積極的に進めます。 

また、入退院管理と効率的な病床

管理の徹底、地域医療連携、退院

支援、在宅医療等医療・福祉の相

談支援を積極的に進めます。 

地域包括医療・ケア推進のため、

病診連携、病病連携、福祉・介護

関連の諸機関との連携をさらに強

化します。 

地域包括医ケア病床を30床の病棟

とし、急性期病棟50床、回復期ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟30床の病棟構成とし

ます。 

病床利用率 90.9％ 

（前年度 82.7％） 

 

患者紹介率 44％ 

（前年度 37.6％） 

 

逆患者紹介率 35％ 

（前年度 21.4％） 

 

患者相談支援件数 5,000件 

（前年度 4,904件） 

病床利用率 82.8％ 

 

 

患者紹介率 35.7％ 

 

 

逆患者紹介率 

22.7％ 

 

患者相談支援件数 

2,802件 

 

病床利用率 77.7％ 

 

 

患者紹介率 38.8％ 

 

 

逆患者紹介率 

22.1％ 

 

患者相談支援件数 

4,886件 

 

病床利用率 82.4％ 

 

 

患者紹介率 38.5％ 

 

 

逆患者紹介率 

22.5％ 

 

患者相談支援件数 

5,980件 

 

3 

経営の健全性・安

定性の向上 

良質な医療サービスを地域住民に

提供し続けるためには、適材適所

の人材確保に努め、健全で安定し

た経営を行うことが必要不可欠で

す。 

そのため、経営面においては経営

企画室を設置し、収益増加とコス

ト節減を推進するとともに、市民

が求める公立病院に期待する役割

を実践し、健全な経営状態の確保

に努めます。 

 

入院患者1人1日当たり収入 

        32,770円 

（前年度 30,880円） 

 

新入院患者数1日平均5.0人 

（前年度4.2人） 

 

経常収支比率    100.5％ 

入院患者1人1日当た 

り収入 

     31,820円 

 

新入院患者数1日平

均     4.0人 

 

経常収支比率  

       95.65％ 

入院患者1人1日当た 

り収入 

     31,820円 

 

新入院患者数1日平

均     3.9人 

 

経常収支比率  

      93.97％ 

入院患者1人1日当た 

り収入 

     31,847円 

 

新入院患者数1日平

均     3.82人 

 

経常収支比率  

      92.74％ 
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平成３１年度 出納室 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

会計管理者 
三浦 光男 

●使命 

出納室は、公金の収納・振込・資金運用を適正・的確に行い、

市民から信用される事務処理を遂行します。 

 

●基本方針 

①正確迅速な会計事務を行います。 

②安全かつ有効な資金運用を図ります。 
 
 

所 管 課 出 納 室 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

４人 人 ４人 

一般会計 ２９，５０５ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ２９，５０５ 
千円 

（うち人件費） （   ２６，５３７ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

正確な会計事務を

行いつつ、業務改

善を図ります。 

正確で適正な事務処理を行うた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めるとともに、効率的な事務

処理方法の研究を行います。 

会計事務の説明会を、職員研

修として実施します。 

前年度に引き続き「会計事務

の手引き」並びに「Ｑ＆Ａ」

の内容の充実を図ります。 

８月２１日に会計事

務説明会を開きまし

た。 

「Ｑ＆Ａ」の改定を

行いました 

８月２１日に会計事

務説明会を開きまし

た。 

「Ｑ＆Ａ」の改定を

行いました。 

効率的な事務処理方

法の研究に取り組ん

でいます。 

年度末会計処理の注

意事項を通知し遺漏

のないよう周知を図

った。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

有効な資金運用を

行います。 

市場調査や情報収集に努め、安全

かつ有効な資金運用に努めます。 

市場状況に基づいた有効な

資金運用を行います。 

 

９月末において、 

62,153,201円の運用

益を得ました。 

１月末において、 

71,396,529円の運用

益を得ました。 

3月末において、 

82,323,683円の運用

益を得ました。 

3 

公会計制度知識習

得へ取組みます。 

公会計制度の理解・知識の習得に

努め審査等に活用できるように努

めます。 

研修等の機会を利用し、公会

計制度の基礎知識習得をし

ます。 

公会計制度研修へ11

月に参加予定です。 

11月に公会計制度研

修に参加しました。 

11月に公会計制度研

修に参加しました。 

審査に活用しつつ、

知識の習得を続けて

います。 
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平成３１年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

薮井 慎吾 
●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27 年 11月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の五つの重点施

策を柱とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、諸施策を実施します。 

●基本方針 
重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
重点２「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで
支援」 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」 
以上、五つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待に応えるよう教育行政を推進していきます。 
 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 
図書館・学校給食調理場 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

７１人 １７１人 ２４２人 

一般会計 ２，３１９，２９４ 千円 

特別会計  千円 

計 ２，３１９，２９４ 千円 

（うち人件

費） 
（５０６，６１９ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

の整備と学習環境

の改善を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑久小学校の便所棟改修工

事、プール改修工事、牛窓西

小学校の特別教室棟防水改

修工事など、学校施設の整備

を年度内に計画的に実施し

ます。また、学校施設内にあ

る安全性に問題のあるブロ

ック塀をすべて改修します。 

 

 

 

 

 

 

平成２９年より行っている

各教室へのエアコン整備を

引き続き行います。 

今年度は、邑久小学校、今城

小学校、美和小学校、国府小

学校及び行幸小学校におい

て実施し、８月末までに普通

教室の空調整備率を100％に

します。 

 

行幸小学校校舎大規模改造、

牛窓東幼稚園園舎大規模改

造を実施するため、仮設校

舎、仮設園舎を１２月までに

整備します。 

 

 

 

 

 

 

邑久小学校の便所棟

改修工事を8月末に

終え、新しく5台の洋

式便器が設置されま

した。また、牛窓東小

学校、美和小学校、牛

窓西幼稚園、牛窓北

幼稚園、今城幼稚園

のブロック塀改修を

終えました。現在、邑

久小学校のブロック

塀を改修していると

ころです。 

 

エアコンの整備につ

いては、夏季休業期

間を中心に工事を行

い、9月17日に普通教

室の空調整備率が

100％となりました。 

 

 

 

 

行幸小学校校舎大規

模改造、牛窓東幼稚

園園舎大規模改造

は、仮設校舎、仮設園

舎の賃貸借契約を締

結定しました。 

 

 

 

 

 

邑久小学校のブロッ

ク塀改修工事を10月

末に終えました。 

現在は、邑久小学校

のプール改修工事と

牛窓西小学校の特別

教室棟防水改修工事

を順次施工している

ところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行幸小学校、牛窓東

幼稚園の仮設校舎、

仮設園舎の設置を12

月末に終え、３学期

より授業などへの利

用を開始しました。 

 

 

 

 

 

邑久小学校のプール

改修工事と牛窓西小

学校の特別教室棟防

水改修工事を 3 月末

までに終え、今年度

予定していたすべて

の工事を終えまし

た。 

 

 

 

 

 

 

エアコンの整備と行

幸小学校、牛窓東幼

稚園の仮設校舎等の

設置については、予

定どおり実施しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

児童生徒に安全で

安心な給食を提供

し、食育を推進し

ます。 

調理等業務の委託 

長船学校給食調理場の調理・配送・

洗浄業務を民間事業者へ委託しま

す。 

 

 

 

 

 

2学期から学校給食の調理等

業務を委託により実施する

ため、6月に業者を決定し、

準備を進めます。 

最低必要調理員数を確保す

るとともに、衛生管理・安全

管理の徹底を図ります。 

 

8月1日から民間事業

者に調理等業務を委

託し、1か月の準備期

間ののち、9月2日か

ら各学校園に給食を

調理し提供していま

す。 

調理員数については

市直営時より多く配

置できており、今ま

でどおりのおいしく

て安全な給食の提供

ができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長船学校給食調理場

の受配校の教職員・

児童生徒に給食アン

ケートを実施しまし

た。 

給食について、「いつ

もおいしい」「おいし

いことが多い」「普

通」の回答は９０％

を超えており、直営

のときと同じく、お

いしい給食が提供で

きているという結果

となりました。 

調理員については、

市が期待する人数と

なっていない状況で

す。事業者に対し、早

急な人員配置を依頼

しています。 

 

長船学校給食調理場

の調理等の業務委託

を実施し、給食の提

供を行うことができ

ました。 

調理員については、

事業者に対し、来年

度に向けて引き続き

人員配置を依頼して

います。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

関係部局・関係機

関と連携しながら

就学前から義務教

育まで、個々の子

どもの状況を把握

して、必要とされ

る資質や能力を育

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保幼小中の連携の強化 

・保幼小中の連携を密に行い、

個々の子どもの課題や状況を把握

した指導・支援を継続して行いま

す。 

 

 

 

 

特別支援教育の充実 

・様々な支援が必要な子どもたち

に対応するため、特別支援教育に

基づいた授業改善と生徒指導を行

います。 

 

学力向上のための事業の充実 

・学校力向上事業や学力向上プロ

ジェクトチームの活用、教職員研

修の充実によって、子どもたちに

必要な力を育みます。 

 

 

 

 

地域学校協働活動の推進 

・各小・中学校に設置している協

働本部で取り組んでいる地域学校

協働活動を継続して推進するとと

もに、実施体制の強化を図りま

す。 

 

 

 

 

 

・不登校の出現率を小学校

で0.１、中学校で2.2以下に

します。 

 

・学校園種を超えた研修、授

業公開を年間５回以上行い、 

子どもへのよりよい関わり

ができるようにします。 

 

・自己肯定感をもち、高い学

習意欲をもった児童生徒を

８割以上にします。 

 

 

 

・恒常的に８割以上の児童

生徒が、自分で計画を立てて

家庭学習に取り組み、学習内

容がわかる、できると感じて

いる状況を継続します。 

 

 

 

 

・活動のキーパーソンとな

る地域学校協働活動推進員

のスキルアップを図るた

め、情報交換会や研修会を

開催します。 

 

 

 

 

 

 

・９月末現在の不登

校の出現率は、小学

校0.4、中学校で3.9

です。 

・特別支援教育や道

徳についての研修を

４回実施しました。 

 

 

・自己肯定感をもつ

児童は約８割、生徒

は約７割です。 

 

 

 

・計画的な家庭学習

は小学生の約８割、

中学生の約６割が実

施し、授業の内容理

解は小学生の約９

割、中学生の約７割

が肯定的な回答をし

ました。 

 

・５月に地域学校協

働活動推進員協議会

を開催し情報交換を

行いました。また、６

月に県教委が主催し

たレベルアップ講座

に６名が参加しまし

た。 

 

 

 

・１月末現在の不登

校の出現率は、小学

校0.6、中学校で5.1

です。 

・特別支援教育や道

徳についての研修を

５回実施しました。 

各学校園での取組を

共有しています。 

・自己肯定感をもつ

児童は約８割、生徒

は約７割です。９割

の児童生徒が教員か

ら承認されていると

回答しています。 

・計画的な家庭学習

の実施率は小学６年

生が約75％で、学年

が上がるにつれて減

少して中学３年生で

は約50％になってい

ます。 

 

 

・１月に１地域教育

協議会で研修会を実

施しました。また、

先進地の現場で活躍

されている方を講師

にお招きした研修会

を２月に開催するた

めの準備を進めてい

ます。 

 

 

・３月末現在の不登

校の出現率は、小学

校0.6、中学校で5.3

です。小学校の登校

支援員配置校では、

新たな不登校の出現

を抑制することがで

きました。 

 

・学校園種を超えた

研修や授業公開の実

施が就学前から義務

教育修了までを見通

した教育活動につな

がっています。 

・抽出校において、

授業の内容理解につ

い て 小 学 生 の 約

90％、中学生の約

80％が肯定的な回答

をしました。 

 
 
 
・２月に開催を予定

していた研修会は、

新型コロナウィルス

の感染拡大防止のた

め止む無く延期とし

ました。次年度の上

半期中には開催でき

るように再調整しま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

・放課後や土曜日における子ども

たちの学習機会の充実を図りま

す。 

・裳掛小学校区において、放

課後子ども教室を開設しま

す。また、月に１回程度、土

曜学習を実施します。 

・裳掛小学校区にお

いて、放課後子ども

教室を毎週水曜日と

木曜日に実施してい

ます。また、「もかけ

自然体験会」と題し

て土曜学習事業を月

１回実施していま

す。 

・放課後子ども教

室、土曜学習事業と

もに、大きなトラブ

ルなく計画通りに事

業を進めています。 

・放課後子ども教室

は年間 64回、土曜学

習は年間 9 回、大き

なトラブルもなく実

施できました。 

3 

生涯学習機会の更
なる充実を図るた
め、市民の学習ニ
ーズを把握しなが
ら、社会教育施設
がそれぞれ機能を
高めるとともに連
携を図り、事業を
推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「瀬戸内市立図書館サービス計
画」に沿って、多くの市民が利用
できる図書館サービスの充実を図
ります。 
 
 
 
 
「第２次瀬戸内市子ども読書活動
推進計画」に沿って、子どもの読
書活動推進を図り、図書館の子育
て支援サービスにもつなげます。 
 
 
 
認知症対策を含めた高齢者サービ
スと障害者サービスの推進を図り
ます。 
 
 
 
地域郷土学習事業の推進を図りま
す。 
 
 
 

全館の登録率47％、実利用
率を18%、貸出冊数を約
334,000冊(住民1人当たり貸
出冊数を9冊)、市民図書館
の来館者数を190,000人とし
ます。 
 
 
市民向けの絵本講座や保育
職向けの絵本と発達に関す
る学習会を各3回開催しま
す。また、子育て支援課や
健康づくり推進課との連携
事業を2回実施します。 
 
認知症や前期高齢者向け講
座を2回開催します。また、
音訳CDに点字装備を施しま
す。 
 
 
郷土資料企画展のｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸ
を年 4回、歴史文化講座を 4
回実施します。 
 
 

全館の登録率49.7%、
貸出冊数166,207冊
（住民1人当たり4.5
冊）、市民図書館の来
館者数94,376人とな
っています。 
 
 
市民向け絵本講座を
1回、子育て支援セン
ターとの連携で「マ
マカフェ」を4回実施
しました。 
 
 
地域包括支援センタ
ーとの連携で認知症
カフェを1回実施し
ました。 
 
 
ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸを3回、友
の会との連携で歴
史・文化財講座を8回
実施しました。 
 

全館の登録率50.7%、
貸出冊数268,921冊
（住民1人当たり7.3
冊）、市民図書館の来
館者数149,466人と
なっています。 
 
 
市民向け絵本講座を
1回、子育て支援セン
ターとの連携で「マ
マカフェ」を5回実施
しました。 
 
 
地域包括支援センタ
ーとの連携で認知症
カフェを1回実施し
ました。 
 
 
ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸを4回、友
の会との連携で歴
史・文化財講座を11
回実施しました 
 

全館の登録率51.2%、
実利用率 17.4％、貸
出冊数 321,117 冊
（住民 1 人当たり
8.6 冊）、市民図書館
の来館者数 176,067
人となりました。 
 
市民向け絵本講座を
1回、子育て支援セン
ターとの連携で「マ
マカフェ」を 5 回実
施しました。 
 
 
地域包括支援センタ
ーとの連携で認知症
カフェを 1 回、独自
に音読教室を 1 回実
施しました。 
 
ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸを 4 回、友
の会との連携で歴
史・文化財講座を 13
回実施しました 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢二のふるさと芸術交流プロジェ
クト３年目は、夢二コンクールな
どをゆめトピア長船を拠点に委託
事業として実施します。また、市
民視点での企画や市民参加のコン
サートなどは実行委員会主催事業
として中央公民館で実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中央公民館、牛窓町公民館、長船
町公民館の地域の特色を活かした
文化芸術の地域資源を内外に情報
発信します。また、多様な学習の
機会を提供し、事業を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 

市の委託事業として夢二コ
ンクール及びプレミアムコ
ンサートなどを実施します。
参加人数3,800人を目指しま
す。 
実行委員会を中心に市民視
点での企画やコンサートな
どを実施します。参加人数
3,000人を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菊づくり講座など公民館主
催事業を実施します。参加人
数30,000人を目指します。 
地域資源を生かした海岸生
物の現状調査の主催講座な
どを新たに立ち上げ、参加人
数20人を目指します。 
 
 
 
 
 

コンクール周知のた
めのプレミアムコン
サートやスクールコ
ンサート、市民企画
のコンサートやイベ
ントを実施していま
す。 
・プレミアムコンサ
ート３回 参加者
955人 
・スクールコンサー
ト１４回参加人数報
告待ち 
・市民企画コンサー
ト５回 参加者１，
４８０人 
 
 
 
 
 
 
 
 
公民館主催事業を順
次実施しています。
また、新たに異文化
交流事業や御朱印帳
づくりの講座を企画
し、実施しました。 
７月３１日には牛窓
の筵江海岸で海岸生
物の観察会を実施し
ました（参加者２６
人）。 
 

１２月１日に第３回
夢二コンクール予選
を開催しました。当
初の応募者は２５名
でしたが、台風によ
り延期となったた
め、２０名の出場と
なりました。課題曲、
自由曲それぞれ１曲
ずつを歌い上げ、10
名が本選に進出され
ました。 
コンクール周知のた
めの３回目のプレミ
アムコンサートは
420人の参加があり
ました。 
・スクールコンサー
ト２５公演  
参加者数2,373人 
・市民企画コンサー
ト１３回  
参加者5,160人 
 
牛窓筵江海岸の海岸
生物の生息状況の観
察を記録した。本年
を基準に次年度の調
査につながる観察会
ができた。 
 
１０月２０日～１１
月１７日に第３３回
備前長船菊花展を開
催し、菊づくり講座
生も出品し１年の成

２月２日に第３回夢
二コンクール本選を
開催しました。１０
名が出場し、課題曲
１曲と自由曲を１２
分間で歌い上げまし
た。第１位の三木麻
衣子さんは聴衆者賞
も合わせて受賞され
ました。 
実行委員会主催事業
では、せとうち市民
ミュージカルなど市
民の提案事業が実施
されました。新型コ
ロナウイルス感染拡
大の影響で２事業が
中止となりましたが 
プロジェクト全体で
は過去最多となる
9,313 人の参加人数
になり、目標数値を
達成しました。 
 
市民と日本 IT ビジ
ネスカレッジの交流
会を軽音楽器（ドラ
ム）体験講座と合同
開催しました。公民
館の利用が少ない市
内の青年層と外国人
学生が演奏や音楽を
通して、交流を深め
る機会となりまし
た。（参加者１７人） 
公民館主催事業の参
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図書館との連携事業では、公民館
や図書館に来館された市民が気軽
に参加することができる事業を実
施します。また、郷土資料などの
ものを図書館及び中央公民館で展
示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
美術館との連携事業では、研修室
で日本画教室を実施するとともに
企画展の対話型鑑賞会も実施しま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オリーブの庭を利用した音
楽コンサートや星の観察な
どの事業を年 1 回実施しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
郷土資料や地域の話題に関
する展示を年 2 回実施しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
美術館と連携した日本画教
室の参加人数30人を目指し
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月１３日に中央公
民館ロビーで竹久夢
二星空ゆかたファッ
ションショーを実施
しました（参加者１
８０人）。オリーブの
庭で星の観察を行う
予定でしたが、雨天
のため中止となりま
した。 
 
６月１１日～８月１
８日に京橋船航路復
刻記念写真展を各公
民館のロビーで実施
しました。また、７月
から約２か月間、中
央公民館１階ロビー
展示ケースで喜之助
の人形を展示しまし
た。 
 
８月２８日に日本画
講座を実施しました
（参加者１８人）。ま

果を発表しました。 
１１月１４日に公民
館初の夜の料理講座
を実施したところ、
定員を超えるほどの
申し込みがあり好評
でした（参加者１８
人）。 
 
 
 
１０月２７日の文化
祭でせとうち子ども
合唱団ティンカーベ
ルによるオリーブの
庭を使った野外ステ
ージがあり、文化祭
を盛り上げました。 
 
 
 
 
１２月中旬から中央
公民館１階ロビー展
示ケースで空から見
た中央公民館周辺の
写真を展示しまし
た。（写真データ提
供：写真家 島隆諦
氏） 
 
 
 
１０月２５日に牛窓
東幼稚園で日本画体
験講座を実施しまし

加人数は 27,574 人
でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６月２５日の長船町
公民館主催事業、う
さぎの学校（未就園
児親子対象）の終了
後に移動図書館せと
うちまーる号に来て
もらいました。７組
の親子が移動図書館
や絵本に親しむこと
ができました。 
 
喜之助フェスティバ
ルで初披露となった
巨大糸あやつり人形
「喜ぃぼう」を図書
館と公民館で公開展
示しました。 
 
 
 
 
 
３月１日に予定して
いた日本画講座は新
型コロナウイルス感
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す。 
 
 
 
 
 
 
地域の身近な課題を解決するため
の事業を関係部署と連携して実施
します。 

 
 
 
 
 
 
 
関係部署と連携して空き家
対策講演会などを年 1 回実
施します。 
 
 

た、日本画体験後、美
術館長の解説で企画
展を見学し、理解を
深めることができま
した。 
 
 
９月１３日の高齢者
学級で不動産の活用
方法や、空き家、相続
問題に関する講演を
実施しました（参加
者７９人）。 

た（参加者２６人）。 
１月４日～１５日の
間、岡山天満屋で開
催された院展会場前
に作品を展示してい
ただきました。 
 
３月に実施予定の認
知症サポーター養成
講座に向けての準備
を進めました。 

染拡大の影響で中止
となりました。 
次年度も子どもから
一般まで日本画に親
しむことができる講
座を継続します。 
 
３月７日の認知症サ
ポーター養成講座は
中止となりました
が、各区長や地域包
括支援センターと連
携を確認しました。 

4 

市民の健康づくり

や体力づくりのた

め、市民が生涯に

わたってスポーツ

に親しむことがで

きるよう、活動の

場所と機会の提供

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑久スポーツ公園改修計画 

既存のスポーツ施設の有効利用

を図るため、利用者のニーズを把

握するとともに、瀬戸内市子育て

広場環境整備基本構想を基に策定

した整備計画をふまえて、邑久ス

ポーツ公園の改修計画を策定し、

基本設計を作成します。 

 

牛窓グラウンドトイレ改修工事 

男女共用で和式の汲み取り型の

トイレは、老朽化が著しく、衛生

面も悪いことが現状であることか

ら、改修工事を実施します。 

 

 

 

 

牛窓体育館耐震診断業務 

平成30年10月に体育館のひさし

の部分のコンクリートがはがれ落

ちたことから、利用中止となって

子ども広場の利用・事業計画

及び基本設計を10月末まで

に完成させ、整備に向けた協

議を進めます。 

 

 

 

 

 

改修後は、洋式で簡易水洗型

にし、衛生面を向上させると

ともに、スロープの設置によ

るバリアフリー化を図り、グ

ラウンドの利便性を向上さ

せます。 

 

 

 

耐震診断調査及び耐震補強

計画案（構造実施設計は含ま

ない）を作成するとともに、

防水・屋根葺き材・外壁の調

関係部局や利用者

と、計7回の協議を行

い、基本設計を10月

末までに完成するよ

う進めています。 

 

 

 

 

4月に入札を行い、6

月に設計業者と契約

した。関係者との協

議により、合併浄化

槽型のトイレを整備

する方向で、9月末に

設計が完了しまし

た。 

 

5月に入札を行い、7

月に委託業者と契約

し、調査を実施した。

解体及び改修すると

令和2年度の実施設

計に向けた予算要求

を行うとともに、関

係機関からの情報収

集を進めています。 

 

 

 

 

12月に監理および工

事の入札を行いまし

た。令和2年度の繰越

工事で、6月までの完

成を目指し今後の契

約業者と協議を進め

ます。 

 

 

10月に解体及び改修

にかかる概算工事費

用を算出しました。

12月に建築物耐震診

令和 2 年度の実施設

計に向け、予備指名

入札の準備を行いま

した。 

 

 

 

 

 

2 月に工事監理委託

および工事請負業者

との契約を締結し、

工事に着手しまし

た。 

 

 

 

 

3 月に本業務の成果

品が完成しました。

この結果を基に、来

年度早期に改修また
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

いる牛窓体育館について、安全性

の確保を目的に、外観調査、コン

クリート強度調査等を実施し、耐

震安全性について診断します。ま

た、診断結果を踏まえ、今後につ

いて検討します。 

  

 

 

 

 

 

査、また、解体するとした場

合の解体工事費用の算出を

行います。 

した場合のそれぞれ

の概算工事費用の算

出を実施中であり、

12月に岡山県の建築

物耐震診断等評価委

員会から結果を受

け、これを基に方針

を決定します。 

断評価委員会の評価

を受け、その結果か

ら今後の方針を検討

します。 

は解体の方針を検討

します。 

5 

古くから継承され

てきた歴史遺産や

伝統文化を保護、

保存し、次の世代

へ継承します。 

また、伝統文化や

芸術にふれながら

学習する機会の提

供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度から３１年度迄 

弘法寺踟供養調査記録作成事業を

継続して事業を行います。 

 

 

 

美術館では優れた美術作品に触れ

てもらう特別展、美術を楽しめる

ような企画展を開催し、美術をよ

り身近なものとなるよう目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

博物館では刀剣への興味を持たせ

事業や体験講座を開催し理解を深

めさせます。 

また、博物館施設及び周辺整備等

の将来構想を策定します。 

 

調査委員会において委員及

び現地調査員による行事の

補足調査を実施し、報告書の

執筆・刊行を行います。 

 

 

美術館は、佐竹徳の常設展の

ほか、写実画で有名なホキ美

術館コレクション展を中心

とした特別展を３本、郷土作

家である東原方僊、瀬戸内市

ゆかりの新進作家である隠

崎麗奈、炭田紗季の企画展、

また、子どもが参加・企画す

る美術展などを実施します。 

目標入館者数：20,000 人 

 

備前長船刀剣の里まつりを

実施します。小刀製作講座を

年間 23 回開催します。 

目標入館者数：44,000 人 

博物館は、夏季特別展「関の

刀と備前刀（仮）」と、秋季

9 月に調査委員会を

実施し報告書原稿の

執筆担当の確認や原

稿量の報告等の指示

をしました。 

 

美術巨匠逸品展ほか

６本の企画展を開催 

９月末の入館者数：

8,852 人 

 

 

 

 

 

 

 

企画展である夏季特

別展「備前刀×美濃

刀」と、テーマ展を開

催 

夏季特別展では、来

館者数は 7,280 人。 

12 月に調査委員会

を実施。報告書原稿

を印刷業者に入稿し

ました。 

 

 

特別展として驚愕の

超写実展ほか７本の

企画展を開催 

驚愕の超写実展での

来館者数は 10,979

人 

１月末の入館者数：

22,987 人 

 

 

 

企画展である秋季特

別展「一文字と長船」

と、テーマ展を開催 

秋季特別展では、来

館者数は 11,052 人。 

この秋季特別展に合

3 月末に報告書を刊

行しました。 

 

 

 

 

本年度は特別展３

本、企画展７本の計

１０本の展覧会を開

催しました。 

入館者数は 24,271

人となりました。 

 

 

 

 

 

本年度はテーマ展 3

回、企画展 2 回の計

5回行いました。 

小刀製作講座を年間

22 回開催しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国宝「山鳥毛」購入活用に係る基

本計画を策定し、山鳥毛里帰りプ

ロジェクトを推進します。 

 

 

特別展「一文字派と長船派

（仮）」を開催します。また、

館蔵品を中心としたテーマ

展も年間 3本実施します。        

 

 

 

 

 

 

 

 

山鳥毛里帰りプロジェクト

基本方針に基づき、国宝「山

鳥毛」の活用施策や備前長船

刀剣博物館の改修案を取り

まとめた基本計画を８月末

までに策定します。 

9 月末の入館者数：

21,804 人（4 月頭の

前年度企画展を含

む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館の改修基本計

画については、公開

承認施設となるよう

文化庁との協議を重

ねたため 9 月末に策

定しました。 

活用施策について

は、サポーターミー

ティングやプロジェ

クト会議で意見を徴

するとともに活用ア

イデアを募集するコ

ンテストを開催中。

このため、基本計画

の策定が遅れていま

す。 

 

わせて開催した山鳥

毛 特 別 陳 列 に は

5,541 人が来館。 

1 月末の入館者数：

38,577 人（4 月頭の

前年度企画展を含

む） 

 

 

 

 

 

10月と1月にプロジ

ェクト会議を開催し

ました。 

10 月には備前長船

刀剣博物館にて山鳥

毛特別陳列を開催

し、11 月には講演会

を開催、またイベン

ト等で PR するなど

山鳥毛里帰りの意義

や取組の普及・啓発

を図りました。 

また、関係各課やプ

ロジェクト会議で活

用基本計画の協議を

行い策定に向けて進

めています。 

入館者数は、43,753

人となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係各課やプロジェ

クト会議委員等と協

議を行い、活用基本

計画を 3 月末に策定

しました。 
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平成３１年度 議会事務局 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

議会事務局長 
松尾 雅行 

●使命 

 議会事務局は、議会運営・議会活動・政策立案機能の支援や議会と  

執行機関との調整、議会と市民との媒介といった役割を担うとともに、

議会の情報を様々な媒体を活用して、市民に対して迅速で正確、そして

わかりやすく伝えていくことが私たちの使命です。 

●基本方針 

①議事機関である議会の運営に関し、議員に質の高い職務環境を提供す

ることによって、市民に良質な行政サービスの提供がなされるよう議

員の議会活動を支援します。 

②ホームページや議会だより、議会ネット配信システム等により、議会

活動情報等を積極的に公開し、「市民が身近に感じることのできる議

会」「開かれた議会」を推進します。 

③円滑で秩序ある議会運営のために、事務局機能の充実・強化を図り、

議会からの要請など的確に対応できる体制づくりに努めます。 

所 管 課 議会事務局 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

４人 １人 ５人 

一般会計 １８１，８９１ 千円 

特別会計  千円 

計 １８１，８９１ 千円 

（うち人件費） （ ３５，０１９ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

円滑で効率的な議

会運営や政策立案

等の様々な議会活

動の支援 

 

調査機能や法務機能の充実を図

り、議会運営、議会活動を支援し

ます。 
 

適切な情報提供を適時に

行えるよう、調査情報、政策、

法務部門を充実強化します。 
 

議会定例会（６月、

８月）、各常任委員

会及び特別委員会等

が開催され、随時必

要な情報を提供する

ことで、円滑な運営

のための支援を行い

ました。 

議会定例会（６月、

８月、11月定例会）

10月臨時会、各常任

委員会及び特別委員

会等が開催され、随

時必要な情報を提供

し、円滑な運営のた

めの支援を行いまし

た。 

議会定例会（６月、

８月、11 月、２月）、

臨時会（10月、３月）、

各常任委員会及び特

別委員会等が開催さ

れ、随時必要な情報

を提供し、円滑な運

営のための支援がで

きました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

議会活動の紹介 議会だより発行や議会報告会開

催の支援を行うとともに、議会ホ

ームページを適時更新します。 

議会だより（年４回、市内

全世帯配布）発行の編集補助

をするとともに議会報告会

の開催の支援を行います。 
また、議会ホームページを

適時更新します。 

議会だよりは、令和

第１号となる58号を

５月１日に、59号を

９月１日に発行し、

現在11月１日発行と

なる60号の編集作業

をしています。 

また、議会ホームペ

ージを適時更新して

います。 

議会だよりは、令和

第１号となる58号を

５月１日に、59号を

９月１日に、60号を

11月１日に、61号を

２月１日（校了は１

月中旬）に発行して

います。 

また、議会ホームペ

ージを適時更新して

います。 

議会だよりは、令和

第１号となる58号を

５月１日に、59号を

９月１日に、60号を

11月１日に、61号を

２月１日に発行し、

現在５月１日発行予

定の62号を編集中で

す。 

議会ホームページに

ついては、適時更新

をしました。 

3 

市民にわかりやす

く開かれた議会へ

の取り組みの支援 

議会ネット配信システム（ライ

ブ中継及び録画配信）へのアクセ

スや議会傍聴への呼びかけを積極

的に行い、市民に身近な議会を目

指します。 

スムーズなインターネッ

ト配信（ライブ中継及び録画

配信）を行うとともに、マス

メディアを通じて議会情報

を発信し、議会傍聴者、イン

ターネット閲覧者など議会

と市民をつなぐ場への参加

者の増加を目指します。 

定例会のインターネ

ット中継について

は、概ね順調に配信

することができてい

ます。 

６月、８月議会本会

議の傍聴者の合計は

39人でした。 

定例会のインターネ

ット中継について

は、概ね順調に配信

することができてい

ます。 

６月、８月、10月（臨

時）、11月議会本会

議の傍聴者の合計は

66人となりました。 

また、11月１日発行

の議会だより60号か

ら、スマートフォン

で各議員の一般質問

を閲覧できるサービ

スを始めました。 

11月１日発行の議会

だより60号から、ス

マートフォンで各議

員の一般質問を閲覧

できるサービスを始

めました。 

６月定例会から３月

臨時会までの議会本

会議傍聴者の合計は

121人でした。 

また、議会インター

ネット配信の年間ア

クセス数は、ライブ

中継6,058件、録画

2,840件でした。 

4 

事務局職員の育

成･体制強化 
社会情勢の変革など様々な状況

に対応できる事務局をめざし、各

種職員研修会や先進地視察研修を

とおして、事務局職員の能力向上

を図ります。 

市や研修センターが行う

職員研修、市町村アカデミー

研修、あるいは議長会主催の

議事研修会等に積極的に参

加して、事務局職員のスキル

アップを図ります。 

７月の市議会事務局

職員研修（新見市）

に職員２名が参加

し、能力向上に努め

ました。 

７月の市議会事務局

職員研修（新見市）

に職員２名が参加

し、能力向上に努め

ました。 

７月の市議会事務局

職員研修（新見市）

に職員２名が参加

し、能力向上に努め

ました。 

 


